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まえがき

本書の目的

本書は，日本語OpenVMSオペレーティング・システムの機能について概要を説
明します。

対象読者

本書は，システム管理者およびプログラマを含む日本語OpenVMSのすべてのユ
ーザを対象としています。

本書の構成

本書の構成は以下のとおりです。

第 1章 日本語 OpenVMSの特徴と機能の概要を説明します。

第 2章 日本語ユーティリティで使用する漢字ターミナルの設定方法について説明
します。

第 3章 ESC/Pプリンタに対して印刷を行うための日本語 ESCPトランスレータに
ついて説明します。

第 4章 日本語 OpenVMSで使われる文字セットと文字コードセットについて説明
します。

第 5章 日本語 OpenVMSが提供する日本語入力方法について説明します。

第 6章 日本語 OpenVMSがサポートする日本語ファイル名について説明します。

第 7章 日本語 OpenVMSで行う操作の代表的な項目について説明します。

第 8章 日本語 OpenVMS I64システム，日本語 OpenVMS Alphaシステム，およ
び日本語 OpenVMS VAXシステムの相違点を説明します。

第 9章 日本語 OpenVMSのマニュアルについて説明します。
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本書で使用する表記法

製品名について

本書では，「日本語OpenVMS I64」は「日本語OpenVMS I64オペレーテ
ィング・システム」を，「日本語OpenVMS Alpha」は「日本語OpenVMS
Alphaオペレーティング・システム」を，「日本語OpenVMS VAX」は「日本語
OpenVMS VAXオペレーティング・システム」を指します。

また特に明記しない限り，「日本語OpenVMS」は，「日本語OpenVMS I64オペ
レーティング・システム」，「日本語OpenVMS Alphaオペレーティング・シス
テム」，および「日本語OpenVMS VAXオペレーティング・システム」のすべて
を指します。
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日本語DECwindowsおよび日本語DECwindows Motifはすべて日本語
DECwindows Motif for OpenVMSソフトウェアを意味します。

本書では次の表記法を使用しています。

表記法 意味

Ctrl/x Ctrl/xという表記は， Ctrlキーを押しながら別のキーまたはポインティ
ング・デバイス・ボタンを押すことを示します。

PF1 x PF1 xという表記は， PF1に定義されたキーを押してから，別のキーま
たはポインティング・デバイス・ボタンを押すことを示します。

Return 例の中で，キー名が四角で囲まれている場合には，キーボード上でその
キーを押すことを示します。テキストの中では，キー名は四角で囲まれ
ていません。

HTML形式のドキュメントでは，キー名は四角ではなく，括弧で囲ま
れています。

. . . 例の中の水平方向の反復記号は，次のいずれかを示します。

• 文中のオプションの引数が省略されている。

• 前出の 1つまたは複数の項目を繰り返すことができる。

• パラメータや値などの情報をさらに入力できる。

.

.

.

垂直方向の反復記号は，コードの例やコマンド形式の中の項目が省略さ
れていることを示します。このように項目が省略されるのは，その項目
が説明している内容にとって重要ではないからです。

( ) コマンドの形式の説明において，括弧は，複数のオプションを選択した
場合に，選択したオプションを括弧で囲まなければならないことを示し
ています。

[ ] コマンドの形式の説明において，大括弧で囲まれた要素は任意のオプシ
ョンです。オプションをすべて選択しても，いずれか 1つを選択して
も，あるいは 1つも選択しなくても構いません。ただし， OpenVMS
ファイル指定のディレクトリ名の構文や，割り当て文の部分文字列指定
の構文の中では，大括弧に囲まれた要素は省略できません。

[ | ] コマンド形式の説明では，括弧内の要素を分けている垂直棒線はオプシ
ョンを 1つまたは複数選択するか，または何も選択しないことを意味し
ます。

{ } コマンドの形式の説明において，中括弧で囲まれた要素は必須オプショ
ンです。いずれか 1のオプションを指定しなければなりません。

太字 太字のテキストは，新しい用語，引数，属性，条件を示しています。
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表記法 意味

italic text イタリック体のテキストは，重要な情報を示します。また，システム・
メッセージ (たとえば内部エラーnumber)，コマンド・ライン (たとえば
/PRODUCER=name)，コマンド・パラメータ (たとえばdevice-name)
などの変数を示す場合にも使用されます。

UPPERCASE
TEXT

英大文字のテキストは，コマンド，ルーチン名，ファイル名，ファイル
保護コード名，システム特権の短縮形を示します。

Monospace type モノスペース・タイプの文字は，コード例および会話型の画面表示を示
します。

Cプログラミング言語では，テキスト中のモノスペース・タイプの文字
は，キーワード，別々にコンパイルされた外部関数およびファイルの名
前，構文の要約，または例に示される変数または識別子への参照などを
示します。

– コマンド形式の記述の最後，コマンド・ライン，コード・ラインにおい
て，ハイフンは，要求に対する引数がその後の行に続くことを示しま
す。

数字 特に明記しない限り，本文中の数字はすべて 10進数です。 10進数以
外 (2進数， 8進数， 16進数)は，その旨を明記してあります。
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1
日本語OpenVMS概要

この章では，日本語OpenVMSの概要を説明します。

日本語OpenVMSは，標準版OpenVMSの機能を拡張し，日本語の処理を可能に
したオペレーティング・システムです。追加機能として日本語処理が組み込まれて
いますので，標準版OpenVMSの機能はそのまま使用でき，さらに漢字ターミナ
ルを用いて日本語処理を行うことができます。

日本語OpenVMSには， VAXシステム対応の「日本語OpenVMS VAXオペレー
ティング・システム」， Alphaシステム対応の「日本語OpenVMS Alphaオペレ
ーティング・システム」， Intel Itanium 2プロセッサを搭載したHP Integrityサ
ーバ対応の「日本語OpenVMS I64オペレーティング・システム」があります。基
本的に各プラットフォームで全く同じユーザ・インタフェース，プログラミング・
インタフェースおよびシステム管理機能を提供しています。新機能，削除された機
能，インタフェースの変更等は『日本語OpenVMSリリース・ノート』を参照し
てください。

日本語OpenVMSは大別して次の 5つの機能を持ちます。

• 日本語ファイル名

Extended File Specifications機能を使用して，日本語のファイル名を使用
(Alphaのみ)

• 日本語ユーティリティ

日本語でさまざまな処理ができるユーティリティ群

• 日本語ライブラリ

プログラムで日本語を処理するときに便利なライブラリ・ルーチン群

• フォント管理ユーティリティ
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日本語 OpenVMS概要

ターミナルにユーザの定義する文字を表示または印刷するためのフォントを作
成/管理するユーティリティ群

• 日本語ヘルプ/メッセージ

困ったときに参照できる日本語のヘルプ/メッセージ

1.1 日本語ファイル名（I64/Alphaのみ）

日本語OpenVMS V7.3-1以降，標準版OpenVMSの提供する Extended File
Specificationsの機能により，日本語のファイル名を使用することができます。

Extended File Specificationsは，ファイル名に使える文字がUnicodeに拡張さ
れ，OpenVMSの従来のバージョンに存在するさまざまなファイル名の制約を
緩和するファイル処理環境です。 Extended File Specificationsは， Advanced
Serverを使用する環境において，OpenVMSシステムとWindows NTシステムの
両方で，一貫性のあるファイル処理を可能にします。

ファイル名に日本語を使用するためには，以下のコマンドを入力します。

$ JSYCP:==$SYS$SYSTEM:JSY$CONTROL.EXE
$ JSYCP SET RMS/FILENAME=SDECKANJI

このコマンドにより，DCLコマンドや日本語ユーティリティ等でファイル名に日
本語を使用できるようになります。

注意

日本語OpenVMSでは，標準版OpenVMSの DCLコマンドで日本語ファイ
ル名が完全に正常に動作することを保証しません。一部の DCLコマンドで
は日本語ファイル名が正しく表示されないなどの問題が発生する場合があ
ります。
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1.2日本語ユーティリティ

1.2 日本語ユーティリティ

日本語OpenVMSには，日本語処理を行うさまざまなユーティリティが用意され
ています。以下に主な項目をあげます。詳細は『日本語ユーティリティ 利用者の
手引き』等を参照してください。

• 日本語環境設定ユーティリティ (JSY$CONTROL) (I64/Alphaのみ)

日本語OpenVMSが持っている各種の日本語機能の設定を一括して制御しま
す。

• 日本語メール・ユーティリティ (JMAIL) (Alpha/VAXのみ)

日本語文書の電子メールを作成，発信，受信できます。

• 日本語ソート/マージ (SORT/MERGE)

漢字データを音読み，訓読み，総画数，部首コード，国語辞書方式でソートや
マージをします。

• 漢字コード変換 (KCODE)

DEC漢字コードを他の漢字コードに，他の漢字コードをDEC漢字コードに変
換します。

• ローマ字・かな漢字変換型 INQUIREコマンド (KINQUIRE)

INQUIREコマンドと同様の機能で，さらにローマ字・かな漢字変換機能によ
る漢字入力が行えます。

• 個人辞書編集ユーティリティ (JDICEDIT)

「かな漢字変換」で使用する「個人辞書」を編集します。スクリーン上で，単
語の登録，削除などを行います。

• DEC漢字コード変換ユーティリティ (KCONVERT) (Alpha/VAXのみ)

変換指定テーブルにしたがって，DEC漢字コード 1978年版をDEC漢字コー
ド 1983年版 (または，その逆)に変換します。変換指定テーブルはエディタな
どで作成できます。
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1.2日本語ユーティリティ

• 日本語フロントエンド入力プロセス (FIP) (Alpha / VAXのみ)

漢字 (VT)ターミナル・ユーザがアプリケーションに対して，簡単に日本語入力
をするためのツールです。日本語入力をサポートしていないアプリケーション
にも，一部を除いて入力が可能になります。詳細は『日本語入力プロセス 利
用者の手引き』を参照してください。

• DEC XTPU/日本語 EVE (JEVE)

標準版のDECTPUを日本語処理用に機能拡張したものです。日本語 EVEイン
タフェースにより，マルチ・ウィンドウなど高度な機能を使用して日本語テキ
ストを編集することができます。

詳細は『DEC XTPUリファレンス・マニュアル』または『日本語 EVE リフ
ァレンス・マニュアル』，『日本語 EVE ユーザーズ・ガイド』を参照してく
ださい。

• リモート・ジョブ・エントリ (Alpha/VAXのみ)

日本語OpenVMS V7.2から，日本語DECnet/SNA (Alphaおよび VAX)，日
本語DECnet/FNA (VAXのみ)の各ユーティリティが日本語OpenVMSに統合
されました。これらのユーティリティをDigital DNA Remote Job Entry for
OpenVMSと組み合わせて使用することにより， IBMシステムや FACOMシ
ステムとの間で，漢字コードを含むファイルの送受信を行うことがきます。

次の機能は V6.2より標準版OpenVMS VAXおよび標準版OpenVMS Alphaに統
合されて提供されています。

11.デバッガの日本語機能

デバッガでは，日本語データ名を使った日本語 COBOLプログクラムのデバッ
グ，日本語データの参照/代入， XPG4ワイド文字列の参照/代入が可能です。
また，DECwindows MotifのGUI上で日本語が使用できます。

12. XPG4ユーティリティ

XPG4 (X/Open Portability Guide Issue 4)で提唱される，アプリケーションの
移植性を確保するための標準インタフェースを持つランタイム・ライブラリ，
ユーティリティ，データ・ファイルを提供します。
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1.2日本語ユーティリティ

詳しくは『OpenVMS C国際化ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』
をご覧ください。

1.3 日本語ライブラリ

日本語アプリケーション・プログラムを作成する際に便利な機能が，共有イメージ
で提供されます。これらはOpenVMSでサポートされるすべてのプログラミング
言語から呼び出して使用することができます。ユーザはこれらの日本語ライブラリ
を用いて容易に日本語アプリケーション・プログラムを作成することができます。

日本語OpenVMSで提供されるライブラリには以下の 4種類があります。

1. 日本語ライブラリ (JSYSHR.EXE， JSY$KKSHR.EXE)

かな漢字変換や文字列操作等の日本語処理を行うルーチン群。詳しくは『日本
語ライブラリ 利用者の手引き』をご覧ください。

2. 日本語画面管理ライブラリ (JSY$SMGSHR.EXE)

VT382などの日本語ビデオ・ターミナルで，マルチ・ウィンドウやメニューの
作成等を容易にするルーチン群。詳しくは『日本語画面管理ライブラリ 利用者
の手引き』をご覧ください。

3. ユーザ・キー定義ライブラリ (IM$SHR.EXE)

ユーザ・キー定義ライブラリは，かな漢字変換入力中のキー操作方法および表
示属性等の環境を，ユーザの好みに応じてカスタマイズできるようにするライ
ブラリです。また，ユーザ・キー定義ライブラリを利用した複数のアプリケー
ションでは，同じ環境でかな漢字変換入力ができるようになります。詳しくは
『ユーザ・キー定義 利用者の手引き』，『IMLIB/OpenVMSライブラリ・リ
ファレンス・マニュアル』をご覧ください。
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1.3日本語ライブラリ

4. 日本語 COBOL実行時ライブラリ (JCORTL.EXE，NCORTL.EXE，
DEC$COBRTL.EXE)

VAX版

JCORTL.EXEとNCORTL.EXEは，日本語VAX COBOLを用いて開発された
アプリケーションが，日本語項目への ACCEPT命令を用いた入力を行なう際
に必要となる実行時ライブラリです。 JCORTLは日本語VAX COBOL V4.3以
前のキットに含まれる実行時ライブラリと同じものです。また，NCORTLは
日本語VAX COBOL V4.4以降のキットに含まれる実行時ライブラリと同じも
のです。

Alpha版

DEC$COBRTL.EXEは，日本語DEC COBOLを用いて開発されたアプリケー
ションが，日本語項目への ACCEPT命令を使用した入力を行う際に必要とな
る，実行時ライブラリです。

日本語DEC COBOL用DEC$COBRTL.EXEはOpenVMS V6.2までは日本語
OpenVMSが提供していましたが，OpenVMS V7.0から標準版OpenVMSに
より提供されるDEC$COBRTL.EXEに日本語機能が統合されました。

1.4 フォント管理ユーティリティ

ターミナルに表示，または印刷する漢字フォントをサポートするユーティリティ群
で，以下の機能があります。詳細は『フォント管理ユーティリティ 利用者の手引
き』を参照してください。

1. 漢字ターミナルの属性設定（KANJIGEN）

漢字ターミナルの属性を設定します。日本語エディタなどの日本語ユーティリ
ティを使用する漢字ターミナルに対し，表示モードの設定などを行います。

2. ユーザ独自のフォント作成（CMGR）

JIS X0208第 1水準，第 2水準相当の漢字は，日本語OpenVMSシステムの
フォント・データベースまたは漢字ターミナル内の ROMに準備されています
が，これ以外にユーザ独自のフォントをデザインして使用できます。
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1.4フォント管理ユーティリティ

3. フォントのプリローディング（KANJIGEN， CMGR）

漢字ターミナルの ROMにない文字の文字パターンをあらかじめ漢字ターミナ
ルの RAMに登録することができます。

4. 漢字プリント・シンビオント（JSY$PRTSMB.EXE， JSY$LATSYM.EXE）
(Alpha / VAXのみ)

OpenVMSの標準プリント・シンビオントの機能に加え，拡張漢字や，第 2水
準漢字 (ハードウェアにない場合)を印字する機能を持つ，漢字プリンタの専用
シンビオントです。

1.5 日本語ヘルプおよびメッセージ

日本語OpenVMSでは日本語のヘルプを用意してあります。DCLコマンドで，

$ HELP @JSYHELP

と入力すると日本語ユーティリティ，日本語ライブラリ，辞書，論理名などの日本
語のヘルプを見ることができます。また，日本語のユーティリティ，フォント管理
ユーティリティでは，ユーティリティの使用中も日本語ヘルプを参照できます。

この他に，通常よく参照されると思われるトピック，表示メッセージは，日本語で
も提供されています。ヘルプ/メッセージを英語→日本語，日本語→英語に切り換
えるためには， JSY$SWITCHコマンド・プロシージャで，以下のように設定しま
す。

英語→日本語に切り換える場合

$ @JSY$SYSTEM:JSY$SWITCH JAPANESE

日本語→英語に切り換える場合

$ @JSY$SYSTEM:JSY$SWITCH ENGLISH
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現在の設定を表示する場合

$ @JSY$SYSTEM:JSY$SWITCH SHOW

注意

日本語OpenVMS I64では，日本語メッセージは提供されません。

1.6 DCLコマンドでの日本語の使用

日本語OpenVMSの下ではDCLコマンドにおいて，注釈内および文字リテラル内
での漢字使用，漢字を含むデータの取り扱い，および入出力を行うことができま
す。文字リテラルとして漢字を使用する場合には，引用符 ( " )で囲む必要がありま
す。また，漢字コードの 2バイト目が引用符 ( " または ’ )と同じコード値になるよ
うな漢字は使用できません。システムが自動的に大文字変換を行うようなものには
漢字を使用することはできません。

漢字の使用できないものには次のようなものがあります。

• シンボル名

• 論理名

• Goto文のラベル

1.7 プログラミング言語での日本語の使用

日本語OpenVMSの下では，主なプログラミング言語において注釈内および文字
リテラル内での日本語使用，日本語を含むデータの取り扱いおよび入出力を行うこ
とができます。ただし，プログラミング言語自身には日本語サポート用の機能が含
まれていませんので，利用者側で日本語データであること (漢字 1文字が 2バイト
の記憶領域を占めること，日本語ルーチンを使用することなど)を意識する必要が
あります。
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1.7プログラミング言語での日本語の使用

また，拡張漢字文字集合内の文字を使用した場合，漢字コードの 2バイト目が 1バ
イトの JISローマ字と同じコード値であるため，その文字が特殊な意味を持ってし
まうことがあります。そのような漢字は使用できません。これは次のような場合に
起こります。

• 言語で使用している引用符と同じ場合 (’や "など)

• 注釈の終わりを示す文字と同じ，または次に続く文字により，その組み合わせ
になる場合 ( } *) */など)

次の言語で漢字が使用可能です。詳しくはそれぞれの言語のマニュアル等を参照し
てください。

HP C
HP Fortran
DEC XTPU
MACRO

VAXのみ
VAX BASIC
VAX BLISS
VAX PASCAL
VAX PL/I

1.8 論理名

日本語OpenVMSでは，次に挙げる論理名をファイルおよびディレクトリに対し
て割り当てています。

• ファイル

(括弧内は論理名が定義されなかった場合の省略時設定値です。)

JEVE$INIT_V3 日本語 EVEの初期設定ファイル

JMAIL$EDIT JMAILのエディタ指定用ファイル
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1.8論理名

JSY$KOJIN 個人辞書
（SYS$LOGIN:JSYKOJIN.JISHO）

JSY$LEARN 文節学習辞書
（SYS$LOGIN:JSY$LEARN.DAT）

JSY$TANGO システム単語辞書
（JSY$DICTIONARY:JSYTANGO.JISHO）

XTPU$COMMAND DEC XTPUコマンド・ファイル

XTPU$DEBUG DEC XTPUデバッガ
（SYS$SHARE:XTPU$DEBUG.TPU）

XTPU$GL_CHARSET DEC XTPU GL文字セット

XTPU$SECTION DEC XTPUセクション・ファイル

UTIL$SHARE 日本語ユーティリティ共用イメージ
（SYS$SHARE:JSY$UTIL$SHARE.EXE）

SETSHOSECUR 日本語セキュリティ・コマンド（Alpha / I64の
み）
（SYS$SYSTEM:JSY$SETSHOSECUR.EXE）

• ディレクトリ

JSY$DICTIONARY かな漢字変換辞書用

JSY$EXAMPLES サンプル・プログラム，データ用

JSY$HELP 日本語ヘルプ・ライブラリ用

JSY$LIBRARY 日本語ライブラリ用

JSY$SYSTEM 日本語ユーティリティ，漢字フォント・ユーティリティ等
の日本語システム用

JSY$TEST 日本語 OpenVMSの IVPテスト・プロシージャ用

XTPU$EXAMPLES DEC XTPUサンプル・プログラム用

XTPU$JOURNAL DEC XTPUジャーナリング用 (編集中の作業記録を作成す
る)

1.9 プログラムとフォント・データのサンプル

1.9.1 サンプル・プログラム

日本語ライブラリを使用した，各種言語によるサンプル・プログラムが，ディレク
トリ JSY$EXAMPLESにあります。
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1.9プログラムとフォント・データのサンプル

DEC XTPUのサンプル・プログラムは， XTPU$EXAMPLESにあります。
XTPU$EXAMPLES:XTPU_EXAMPLES.READMEを参照してください。

1.9.2 フォント・データのサンプル

24× 24ドットのフォント・データのサンプルが， JSY$EXAMPLESにありま
す。このフォント・データはDEC漢字セットには入っていない記号なので，ユー
ザの好みによりシステムのフォント・データベースに登録したり，プリロードする
ことにより使用できます。

EXAMPLE_FONTS.PRE ........ フォント・データ・ファイル

1.10 DECnet環境での使用

DECnetを経由して日本語OpenVMSのシステムにログインし，日本語ユーティリ
ティを使用することができます。以下に，ローカル・システムが日本語OpenVMS
の場合と標準版OpenVMSの場合の 2つの例を説明します。詳しくは『フォント
管理ユーティリティ 利用者の手引き』をご覧ください。

1.10.1 ローカル・システムが日本語OpenVMSの場合

図 1–1 DECnet環境での使用例 (1)

DECnetVMS
VAXA::

VMS

VT

VT 280

VT 382
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1.10 DECnet環境での使用

リモート・システムとローカル・システムの両方が日本語OpenVMSの場合，
VT280シリーズ， VT382漢字ターミナルに対する漢字属性設定をローカル・シス
テムとリモート・システムの両方で行う必要があります。これはアプリケーショ
ン・ソフトウェアがリモート・システムの漢字属性設定に従って動作し，一方でオ
ンデマンド・ローディングがローカル・システムで動作するためです。

1. ユーザ定義文字の注意点

ローカル・システムとリモート・システムで同じ文字コードに異なるユーザ定
義文字が割り振られている場合には，期待する文字と異なる文字が表示される
という制限があります。これを避けるためには，ローカル・システムでのオン
デマンド・ローディングは使用せず，リモート・システムからユーザ定義文字
のプリロードをする必要があります。

2. 日本語行編集機能の注意点

リモート・システムでは日本語行編集機能は有効にできません。日本語行編集
機能を使用する場合は，あらかじめローカル・システム上で機能を有効に設定
しておく必要があります。

例
$ RUN JSY$SYSTEM:KANJIGEN
KANJIGEN> SET/DEVICE=VT300/FONT -

/INPUT=KANA/OUTPUT=KANJI/EDIT=ENABLE
KANJIGEN> EXIT

$ SET HOST NodeA::

Username: USER
Password:
Welcome to VMS ....

$ RUN JSY$SYSTEM:KANJIGEN
KANJIGEN> SET/DEVICE=VT300 -

/INPUT=KANA/OUTPUT=KANJI
KANJIGEN> EXIT
$ EDIT/XTPU filename
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1.10 DECnet環境での使用

1.10.2 ローカル・システムが標準版OpenVMSの場合

図 1–2 DECnet環境での使用例 (2)

DECnetVMS
VAXB::

VMS

VT

VT 280

VT 382
リモート・システムが日本語OpenVMS，ローカル・システムが標準版OpenVMS
の場合， VT280シリーズ， VT382漢字ターミナルに対してローカル・システムで
漢字属性の設定はできません。したがって，オンデマンド・ローディングを使用す
ることもできません。

ユーザ定義文字を使用する場合は，リモート・システムにログインした後，
KANJIGENユーティリティでユーザ定義文字のプリロードを行う必要がありま
す。この場合，使用できるユーザ定義文字の数は使用するターミナルによって制限
があります。

例
$ SET HOST NodeB::

Username: USER
Password:
Welcome to VMS ....

$ RUN JSY$SYSTEM:KANJIGEN
KANJIGEN> SET/PRELOAD -

/INPUT=KANA/OUTPUT=KANJI
KANJIGEN> EXIT
$ EDIT/XTPU filename
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1.11 TCP/IP環境での使用

1.11 TCP/IP環境での使用

TCP/IPの telnetプロトコルを利用して，日本語OpenVMSのシステムにログイン
し，日本語ユーティリティを使用することができます。その際，日本語OpenVMS
V7.3以降では日本語行編集機能を有効にすることができます。以下に， PC等の
telnet端末から直接ログインした場合と，他のOpenVMSシステムから間接的にロ
グインした場合について説明します。詳しくは『フォント管理ユーティリティ 利
用者の手引き』をご覧ください。

1.11.1 telnet端末から直接ログインする場合

PC上のターミナル・エミュレータ等の telnet端末から日本語OpenVMSシステム
に直接ログインした場合，日本語行編集機能を有効にすることができます。しか
し，オンデマンド・ローディングはサポートされません。

図 1–3 telnet端末からの直接ログイン

telnet
VMS

telnet

1.11.2 他のOpenVMSシステムから間接ログインする場合

telnet接続によってリモート・システムにログインする場合，日本語行編集機能は
リモート・システム側で有効にすることができます。この場合，ローカル・システ
ム側が日本語OpenVMSシステムであっても，ローカル・システム側では有効に
しないでください。
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1.11 TCP/IP環境での使用

図 1–4 他のOpenVMSシステムからの間接ログイン

telnet
VMS

VT

VT 280

VT 382

VMS

VMS

なお，ローカル・システムが日本語OpenVMSシステムの場合は，ローカル・シ
ステム側でオンデマンド・ローディングを有効にできます。リモート・システム側
では有効にできません。
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2
漢字ターミナルの設定

この章では，日本語OpenVMSのインストレーションが終了した後，日本語エデ
ィタ，漢字プリント・シンビオントなどの日本語ユーティリティを使用する前に行
う，漢字ターミナルの設定方法を説明します。

2.1 漢字ターミナル

漢字ターミナルには，漢字 ROMが準拠する文字集合の種類によって， DEC漢字
1983年版ターミナルとDEC漢字 1978年版ターミナルがあります。

2.1.1 DEC漢字 1983年版漢字ターミナル

DEC漢字 1983年版文字集合を出力する漢字ターミナルです。 JIS X 0208 - 1983
に準拠した非漢字，第 1水準漢字，第 2水準漢字のすべての文字集合を漢字ターミ
ナルが ROM内にもっています。

• VT382

• VT280シリーズ (V2.0以降)

• LA86

• LA88

• LA90

• LA280

• LA380

• LN03 (Plus Revision J2.0以降)

• DEClaser 2300
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2.1漢字ターミナル

• DEClaser 2400

2.1.2 DEC漢字 1978年版漢字ターミナル

DEC漢字 1978年版文字集合を出力する漢字ターミナルです。 JIS C 6226(JIS X
0208) - 1978に準拠した非漢字，第 1水準のみをもつ漢字ターミナルと，第 2水準
までもつ漢字ターミナルがあります。

• VT280シリーズ (V1.x)

• LN03 (Plus Revision J1.x)

2.1.3 ターミナルのバージョンの見方

2.1.3.1 VT280シリーズ， VT382漢字ビデオ・ターミナル

SETUP (F3)キーを押すと次のような表示が現れ，バージョンがわかります。

詳しくは，それぞれのビデオ・ターミナルのユーザーズ・ガイドをご覧ください。

2.1.3.2 LN03漢字プリンタ

ターミナル背面にあるテストボタンを押すと，出力されたサマリー・シートの右上
に次のような表示が現れ，バージョンがわかります。

PLUS Revision Level DEC001.0-J2.4

詳しくは，それぞれのプリンタのユーザーズ・ガイドをご覧ください。
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2.2漢字ビデオ・ターミナル

2.2 漢字ビデオ・ターミナル

2.2.1 VT280シリーズ， VT382

DCLの SET TERMINALコマンドで必要な設定を行った後，後述の
JSY$SYSTEM:KANJITERM.COMを実行するか，またはKANJIGENユー
ティリティで，以下の設定を行います。

• ターミナルのもつ漢字 ROMがDEC漢字 1983年版/1978年版

• ユーザ定義文字のオンデマンド・ローディングをする/しない1

• 日本語行編集を行う/行わない

• 入出力される文字コードの制御

2.2.1.1 ホスト直結デバイスのシリアルポートへの接続

ホスト直結の（ホストのシリアル・デバイス・ポートに接続された）ビデオ・ター
ミナルへの接続は，以下のように行います。

1. 装置名を確認する。

2. ビデオ・ターミナル属性を設定する。

以下の例では，現在使用中のビデオ・ターミナルに問い合せを行い，そのデバ
イスに従った設定をし，更に行編集の際のインサートモードを設定していま
す。 SET TERMINALコマンドの詳細については，ヘルプまたは『OpenVMS
DCLディクショナリ』をご覧ください。

$ SET TERMINAL/INQUIRE/INSERT

3. ビデオ・ターミナルに日本語の属性を設定する。

以下の例では，現在使用中のビデオ・ターミナルに対して，オンデマンド・ロ
ーディングの設定をし，入力コードを 1バイトコードとして，出力コードを 2
バイトコードとして扱います。修飾子の詳細については『フォント管理ユーテ
ィリティ 利用者の手引き』をご覧ください。

1 日本語 OpenVMS Alphaでは， VT282でオンデマンド・ローディングをご利用になれません。
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2.2漢字ビデオ・ターミナル

$ RUN JSY$SYSTEM:KANJIGEN
KANJIGEN> SET/FONT/INPUT=KANA/OUTPUT=KANJI

2.2.2 VTターミナル・エミュレータ

PC上やUNIX上で動く VTターミナル・エミュレータを使用して，日本語
OpenVMSにログインすることができます。使用できる VTの機能やプロトコルな
どは，各エミュレータのソフトウェアに依存します。漢字コードは，通常ホスト
側 (日本語OpenVMS側を「DEC漢字」または「日本語 EUC」と設定してくださ
い。

2.2.2.1 Reflection for UNIX and OpenVMS

WRQ社の VTエミュレータ Reflection® for UNIX and OpenVMSは日本語
OpenVMSのユーザ定義文字に対応しており，フォントのロードおよび表示機能が
あります。この機能を使用する場合には， Reflectionの端末設定の「ホストの文字
セット」を「DEC漢字 1983」に設定してください。

2.3 漢字プリンタ

日本語OpenVMSでは，漢字プリンタで日本語を取り扱うために，日本語機能を
拡張した漢字プリント・シンビオントを提供します (Alpha / VAXのみサポート)。

また， ESC/P J84の制御コードに準拠した ESC/Pプリンタで印刷を行うための日
本語 ESCPトランスレータを提供しています。日本語 ESCPトランスレータにつ
いては，第 3章を参照してください。

2.3.1 漢字プリント・シンビオント (Alpha/VAXのみ)

® WRQ，WRQロゴ， Reflectionおよび Verastreamは，米国内外で登録されているWRQ, Inc.の登録商標で
す。
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2.3漢字プリンタ

2.3.1.1 漢字プリント・シンビオントの機能

漢字プリント・シンビオントでは，標準版のプリント・シンビオントに加えて以下
の機能を追加しています。

• 拡張漢字のダイナミック・プリローディング1

• 行間罫線のサポート

• 第 2水準漢字の印刷1

• 罫線コードの変換1

以下に各機能について説明します。

1. 拡張漢字のダイナミック・プリローディング

ユーザ定義文字の印刷を行います。

漢字プリント・シンビオントは，印刷ファイルの中のユーザ定義文字を印刷可
能な形式に変換し，印刷を行います。ユーザ定義文字はフォント管理ユーティ
リティで定義することができます。フォント管理ユーティリティについては
『フォント管理ユーティリティ 利用者の手引き』を参照してください。

2. 行間罫線のサポート

行間罫線をサポートしているプリンタでフォームを指定した場合に，位置の補
正を行ないます。

3. 第 2水準漢字の印刷

JIS X0208の第 2水準漢字の ROMを持たないプリンタでは，第 2水準漢字を
印刷可能な形式に変換して印刷を行います。設定は，プリンタ・キューの起動
時にシステム論理名テーブルに定義された論理名 JSY$PRTSMB_HWTYPE_
queue-nameを参照することによって行います。 queue-nameには，実際のキ
ュー名を設定してください。定義する値は表 2–1を参照してください。

注意

自動起動の設定がされているキューの論理名の設定では，論理名
JSY$PRTSMB_HWTYPE_queue-nameは，

SYS$MANAGER:SYLOGICALS.COMで定義してください。

1 LAシリーズ・プリンタのみのサポート
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旧論理名は使用できますがサポートされませんので，新論理名をできるだ
けご使用ください。新旧両論理名を使用した場合は，新論理名が優先され
ます。

4. 罫線コードの変換

装置がDEC漢字 1978版の場合，DEC漢字 1983版の罫線コードを変換して
印刷を行います。設定はプリンタ・キューの起動時に，システム論理名テーブ
ルに定義された論理名 JSY$PRTSMB_HWTYPE_queue-nameを参照すること
によって行います。定義する値は表 2–1を参照してください。

表 2–1 JSY$PRTSMB_HWTYPE_queue-nameの定義値テーブル

漢字コード プリンタの ROM第 1水準 プリンタの ROM第 2水準

JISX0208-1978 2 1

JISX0208-1983 設定できません 0 1

1省略時または未定義時にはこの設定となります。

※どの設定値でも拡張漢字のダイナミック・プリローディングと行間罫線のサポー
トは行います。

2.3.1.2 漢字プリント・シンビオントの種類

漢字プリント・シンビオントは，プリンタの接続方法によって，以下の 2種類があ
ります。

• JSY$PRTSMB.EXE‥‥ホスト直結のプリンタ

• JSY$LATSYM.EXE‥‥ターミナル・サーバに接続されているプリンタ

これらのシンビオントを使用することにより，拡張漢字や第 2水準漢字 (ハードウ
ェアにない場合)を印字することができます。
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2.3.2 LA86， LA88， LA90， LA280， LA380 (Alpha/VAXのみ)

専用プリント・シンビオントを使用するには，以下の例のように，プリント・キュ
ーの初期化の際に指定する必要があります。

注意

専用プリント・シンビオントを使う場合は，対応するターミナル・ライン
に対する KANJIGENでの設定は必要ありません。また，プリンタの設定は
"オンデマンド・ローディングなし "になっていなければなりません。

例
$ INIT/QUEUE/START/PROC=JSY$PRTSMB/ON=_TTA0: SYS$PRINT

この例では，ホストに直結されたプリンタ (TTA0)上のプリント・キュー
SYS$PRINTで，漢字プリントシンビオントを使用するように初期化していま
す。

専用シンビオントは，起動時に論理名 JSY$PRTSMB_HWTYPE_queue-nameを
参照し，ハードウェアの漢字コードの版と第 2水準漢字の有無を調べます。各プリ
ント・キューの起動前 (INIT/QUEUE/STARTまたは START/QUEUEの前)に，
システム論理名テーブルを必ず定義してください。定義する値は表 2–1を参照し
てください。

以下にターミナル，フォーム，プリント・キューの一連の設定例を示します。
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例
$ SET TERMINAL _TTA0:/DEVICE=LA90/HOSTSYNCH/NOWRAP -

/WIDTH=511/PAGE=0/PERMANENT
$ SET DEVICE/SPOOLED=(JSY$PRINT,SYS$SYSDEVICE:) _TTA0:
$ DEFINE/FORM LA90_FORM 80/MARGIN=(TOP=0,BOTTOM=0,LEFT=0) -

/NOTRUNCATE/NOWRAP/STOCK=DEFAULT/WIDTH=132/LENGTH=66
$ DEFINE/SYSTEM JSY$PRTSMB_HWTYPE_JSY$PRINT 2
! 第 1 水準のみ，DEC 漢字 1978 版
$ INITIALIZE/QUEUE/START/PROC=JSY$PRTSMB/FORM=LA90_FORM -

/ON=_TTA0:/DEFAULT=(FORM=LA90_FORM) JSY$PRINT

この場合，以下の点に注意してください。

• フォーム名，フォーム番号は未使用の名前と番号を割り当てる

• フォームのMARGINの TOP， BOTTOM， LEFTは 0にする

• フォームの属性には/NOTRUNCATE，/NOWRAPを付ける

• LA86， LA88， LA90， LA280， LA380のデバイス・タイプにはすべて LA84
を使用する

2.3.2.1 ホストのシリアルデバイスポートへの接続

ホスト直結のプリンタ（ホストのシリアルデバイスポート）への接続は，次のよう
に行います。

1. 装置名を確認する。

2. プリンタのターミナル属性を設定する。

以下の例では装置名 TTA3:に接続されているターミナルのデバイス・タイプを
LA84に設定しています。

$ SET TERMINAL _TTA3:/PERMANENT/NOBROADCAST/NOTYPEAHEAD/NOWRAP -
/SPEED=(9600)/WIDTH=(511)/PAGE=(66)/DEVICE=LA84

注意

LA86， LA88， LA90， LA280， LA380のデバイス・タイプにはすべて
LA84を指定してください。
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3. プリンタのデバイス属性を設定する。

以下の例では装置名 TTA3:に接続されているデバイスをスプールド・デバイス
として設定しています。

$ SET DEVICE/SPOOLED=(SYS$PRINT, SYS$SYSDEVICE:) _TTA3:

4. フォームが必要な場合，フォームを定義する。

以下の例ではフォーム名 LA84_FORMを定義しています。

$ DEFINE/FORM LA84_FORM 80/MARGIN=(TOP=0,BOTTOM=0,LEFT=0) -
/NOTRUNCATE/NOWRAP/STOCK=DEFAULT/WIDTH=132/LENGTH=66

注意

フォーム名，フォーム番号は他のフォームと重複しないよう割り当ててく
ださい。フォームを定義する場合は，以下の修飾子を必ずつけてくださ
い。

/MARGIN=(TOP=0,BOTTOM=0,LEFT=0)/NOTRUNCATE/NOWRAP

5. 第 2水準漢字，罫線コードの変換を行なう場合，論理名 JSY$PRTSMB_
HWTYPE_queue-nameを定義する。

定義値に関しては，表 2–1を参照してください。以下の例ではプリンタが第 2
水準の ROMを持っておらず，かつDEC漢字 1978版の場合の設定をしていま
す。

$ DEFINE/SYSTEM JSY$PRTSMB_HWTYPE_JSY$PRINT 2

6. プリンタ・キューを作成する。

以下の例ではプリンタ・キュー JSY$PRINTを次のように設定しています。

装置名 : TTA3:
プリント・シンビオント : SYS$SYSTEM:JSY$PRTSMB
フォーム名 : LA84_FORM
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$ INITIALIZE/QUEUE/START/PROCESSOR=JSY$PRTSMB/ON=_TTA3: -
/FORM_MOUNTED=LA84_FORM/DEFAULT=(FORM=LA84_FORM) -
JSY$PRINT

2.3.2.2 ターミナル・サーバへの接続

ターミナル・サーバへの接続は，次のように行います。

1. 装置名を設定する。

以下の例ではターミナル・サーバ名 VMSDEV2，ポート名 PORT_2に接続さ
れているプリンタを装置名 LTA2:として設定しています。 LATの設定につい
ては『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を，ターミナル・サーバ名，ポ
ート名の設定方法については，ターミナル・サーバのユーザーズ・ガイド等を
参照してください。

$ MCR LATCP CREATE PORT LTA2:/NOLOG
$ MCR LATCP SET PORT LTA2:/APPLICATION/NODE=VMSDEV2/PORT=PORT_2

2. プリンタのターミナル属性を設定する。

以下の例では装置名 LTA3:に接続されているターミナルのデバイス・タイプを
LA84に設定しています。

$ SET TERMINAL _LTA3:/PERMANENT/NOBROADCAST/NOTYPEAHEAD/NOWRAP -
/SPEED=(9600)/WIDTH=(511)/PAGE=(66)/DEVICE=LA84

注意

LA86， LA88， LA90， LA280， LA380のデバイス・タイプにはすべて
LA84を指定してください

3. プリンタのデバイス属性を設定する。

以下の例では装置名 LTA2:に接続されているデバイスをスプールド・デバイス
として設定しています。

$ SET DEVICE/SPOOLED=(LAT$PRINT, SYS$SYSDEVICE:) _LTA2:

4. フォームが必要な場合，フォームを定義する。
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以下の例ではフォーム名 LA84_FORMを定義しています。

$ DEFINE/FORM LA84_FORM 80/MARGIN=(TOP=0,BOTTOM=0,LEFT=0) -
/NOTRUNCATE/NOWRAP/STOCK=DEFAULT/WIDTH=132/LENGTH=66

注意

フォーム名，フォーム番号は他のフォームと重複しないよう割り当ててく
ださい。フォームを定義する場合は，以下の修飾子を必ずつけてくださ
い。

/MARGIN=(TOP=0,BOTTOM=0,LEFT=0)/NOTRUNCATE/NOWRAP

5. 第 2水準漢字，罫線コードの変換を行なう場合，論理名 JSY$PRTSMB_
HWTYPE_queue-nameを定義する。

定義値に関しては，表 2–1を参照してください。以下の例ではプリンタが第 2
水準の ROMを持っておらず，かつDEC漢字 1978版の場合の設定をしていま
す。

$ DEFINE/SYSTEM JSY$PRTSMB_HWTYPE_JSY$PRINT 2

6. プリンタ・キューを作成する。

以下の例ではプリンタ・キュー LAT$PRINTを次のように設定しています。

装置名 ： LTA2:
プリント・シンビオント： SYS$SYSTEM:JSY$LATSYM
フォーム名 ： LA84_FORM

$ INITIALIZE/QUEUE/START/PROCESSOR=JSY$LATSYM/ON=_LTA2: -
/FORM_MOUNTED=LA84_FORM/DEFAULT=(FORM=LA84_FORM) -
LAT$PRINT
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2.3.3 LN03， DEClaser 2300， DEClaser 2400 (Alpha/VAXのみ)

DEC漢字 1983年版の漢字 ROMを持つ LN03，DEClaser 2300およびDEClaser
2400はKANJIGEN ユーティリティによる設定を行う必要はありません。DEC
漢字 1978年版の漢字 ROMを持つ LN03に対してはKANJIGENユーティリティ
で使用する漢字コードの設定が必要です。詳しくは，後述の「DEC漢字 1978年版
漢字ターミナルの追加設定」の項をご覧ください。

注意

プリンタの設定は”オンデマンド・ローディングなし”になっていなけれ
ばなりません。

以下の例を参考にして設定してください。

例
$ SET TERMINAL TTA0:/DEVICE=LN03 -

/HOSTSYNCH/NOWRAP/WIDTH=511/PAGE=0/PERMANENT
$ RUN JSY$SYSTEM:KANJIGEN ! DEC 漢字 1978 年版
KANJIGEN> SET TTA0:/NOFONT/KCODE_TYPE=DEC78 ! LN03 以外の
KANJIGEN> EXIT ! プリンタでは不要
$ SET DEVICE TTA0:/SPOOLED
$ DEFINE/FORM LN03_FORM 03 /MARGIN=(TOP=0,BOTTOM=0,LEFT=0) -

/NOTRUNCATE/NOWRAP/STOCK=DEFAULT/WIDTH=80/LENGTH=66
$ INITIALIZE/QUEUE/START/TERMINAL/FORM=LN03_FORM -

/ON=TTA0:/DEFAULT=(FORM=LN03_FORM) JSY$PRINT

この場合，以下の点に注意してください。

• フォーム名，フォーム番号は未使用の名前と番号を割り当てる。

• フォームのMARGINの TOP， BOTTOM， LEFTは 0にする。

• フォームの属性には/NOTRUNCATE，/NOWRAPを付ける。
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2.4 DEC漢字1978年版漢字ターミナルの追加設定

1978年版漢字ターミナルは，日本語ユーティリティが使用する 8区の罫線コード
を出力できません。 8区の罫線を出力するには，KANJIGENユーティリティで以
下の例のように設定してください。

$ RUN JSY$SYSTEM:KANJIGEN

KANJIGEN> SET ターミナル名/KCODE_TYPE=DEC78

KANJIGEN> EXIT

このように設定すると，出力時に 8区の罫線コードは，DEC漢字 1978年版の拡
張 94区の罫線コードに変換されますから，これまでどおり罫線を使用できます。
漢字ターミナル以外の場合，および漢字ターミナルをカナ・モードで使用する場合
には， "/KCODE_TYPE=DEC78"には設定しないでください。

2.5 KANJITERM.COM

JSY$SYSTEM:KANJITERM.COMは SYLOGIN.COM， LOGIN.COMなどから
使用できるコマンド・プロシージャです。このコマンド・プロシージャはログイン
したビデオ・ターミナルが以下のことをターミナルに問合せ，ビデオ・ターミナル
の場合のみKANJIGENユーティリティの SETコマンドを実行します。

• 漢字ターミナル（VT282， VT284， VT286， VT382）かどうか

• 漢字ターミナルの持つ漢字 ROMがDEC漢字 1983年版か 1978年版か

したがって，ターミナルを持たないバッチ・ジョブではKANJITERM.COMは使
用できません。

SETコマンドで必ず指定したい修飾子 (たとえば/PRELOADなど）がある場合は
パラメータ (P1)で指定します。
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例
LOGIN.COM などで

$
$ @JSY$SYSTEM:KANJITERM
$
とします。

拡張漢字 94 区の罫線をプリロードする場合は，
パラメータに"/PRELOAD"をつけて

$
$ @JSY$SYSTEM:KANJITERM "/PRELOAD"
$
とします。

2.6 KANJIUP.COM

漢字ターミナルの初期設定をシステム起動時に行う場合は，
JSY$SYSTEM:KANJIUP.COMをお持ちの機器構成に合わせて変更してくださ
い。このプロシージャは，システムのブート時に
SYS$STARTUP:JSY$STARTUP.COMの中で実行されます。

2.7 その他の設定

日本語OpenVMSをさらに使いやすくするために，以下のような設定もできま
す。

• DCL$PATHの設定

DCLの自動フォーリン・コマンド（パス）の機能を利用して JSY$SYSTEM
に提供されているKANJIGENなどのユーティリティを，シンボル定義
することなく起動することができます。たとえば，次のような論理名を
SYS$MANAGER:SYLOGIN.COMまたは各ユーザの LOGIN.COMで定義しま
す。
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$ DEFINE DCL$PATH SYS$SYSTEM,JSY$SYSTEM,SYS$LOGIN,SYS$DISK:[]

これにより，DCL$PATHで参照されるディレクトリ・パスに存在する実行イ
メージやコマンド・プロシージャのファイル名のみを入力するだけで，次のよ
うに日本語OpenVMSのユーティリティを起動できます。

1. KANJIGENの起動

$ KANJIGEN

2. 日本語ヘルプ・メッセージへの切り替え

$ JSY$SWITCH JAPANESE

DCL$PATHは日本語OpenVMS V6.2以上で利用できます。
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3
ESC/Pプリンタによる印刷

この章では，OpenVMSから ESC/Pプリンタに対して印刷を行うための日本語
ESCPトランスレータの概要，設定方法，および使用方法について説明します。

日本語 ESCPトランスレータは， LA88ドット・インパクト・シリアル・プリンタ
の制御コードを ESC/Pに変換し，制御コードとして ESC/Pを実装しているプリン
タ（以下 ESC/Pプリンタ）に対してOpenVMSから印刷を行うためのソフトウェ
ア (プリント・シンビオント)です。

3.1 日本語ESCPトランスレータの概要

日本語 ESCPトランスレータはOpenVMSシステムから PRINTコマンドを発行し
て， ESC/Pプリンタで印刷を行うためのソフトウェアです。

ESC/Pプリンタの制御シーケンスとOpenVMSで提供されている標準のプリン
ト・シンビオントがサポートしているプリンタの制御シーケンスには違いがあるた
め，OpenVMSの標準のプリント・シンビオントを使用して ESC/Pプリンタに印
刷することはできません。

日本語 ESCPトランスレータは，この ESC/Pプリンタに印刷できるように制御シ
ーケンスの変換作業を行うもので，ユーザは ESC/Pプリンタであることを意識せ
ず，通常の PRINTコマンドを発行することで印刷することができます。また，
PRINTコマンドと同様にヘッダ・ページ生成，ページづけ，キュー投入および複
数フォーマットの処理などの標準プリント制御機能が利用できます。

日本語 ESCPトランスレータは LA88プリンタの制御シーケンスを ESC/Pプリン
タの制御シーケンスに変換します。また，他の LAシリーズのプリンタの制御シー
ケンスも変換できます。日本語 ESCPトランスレータは ESC/Pプリンタのリファ
レンス機として EPSON VP–1800を採用し，開発されています。
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3.1.1 ハードウェア構成

OpenVMSシステムと ESC/Pプリンタは一般的に次のような接続方法がありま
す。

• シリアル・インタフェースを持った ESC/PプリンタをOpenVMSシステムの
ローカル・シリアルポートに接続する。

• シリアル・インタフェースを持った ESC/Pプリンタをターミナル・サーバに接
続し，OpenVMSシステムから LATまたは TELNETプロトコルを使用して，
ターミナル・サーバ経由で接続する。

• パラレル (セントロニクス)・インタフェースを持った ESC/Pプリンタを， raw
TCPをサポートする市販のプリント・サーバに接続し，OpenVMSシステムか
ら raw TCPプロトコルを使用して，プリント・サーバ経由で接続する。

• パラレル (セントロニクス)・インタフェースを持った ESC/Pプリンタを市販
のシリアル・パラレル変換機に接続し，シリアル・インタフェースを持った
ESC/Pプリンタと同様の接続を行う。

LAT TELNET

ESC/P

ESC/P ESC/P

ESC/P
OpenVMS

ESCP

ESC/P
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注意

ESC/Pプリンタやターミナル・サーバの装備しているインタフェースや，
ターミナル・サーバで使用可能なプロトコルについては，それぞれの機器
のマニュアル等で確認してください。

注意

ESC/Pプリンタをシリアル接続する場合およびシリアル・パラレル変換
機のシリアル接続部に接続する場合，データ・フロー制御プロトコルは
DSR/DTRを使用してください。 XON/XOFFを使用すると，印字データ
(バイナリ・データ)中の XON/XOFF相当のデータが抜けてしまい，正常な
印字結果を得られません。

注意

使用する ESC/Pプリンタは ESC/P J84に準拠していなければなりませ
ん。

3.1.2 ソフトウェア構成

日本語 ESCPトランスレータは次のモジュールから構成されています。

• プリント・シンビオント

PRINTコマンドで指定されたファイルをトランスレータでの変換作業後
ESC/Pプリンタにデータ転送します。プリント・シンビオントは，

• OpenVMSシステムのシリアルポートに接続されたプリンタへ印刷するため
のローカル・シリアルポート・プリント・シンビオント。

• ターミナル・サーバに接続されたプリンタへ LAT経由で印刷するための
LATプリント・シンビオント。

• ターミナル・サーバまたはプリント・サーバに接続されたプリンタ
へTELNET経由またはraw TCP経由で印刷するための TELNETプリント・
シンビオント。
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の３つが用意されています。

• トランスレータ

プリント・シンビオントから呼び出されるモジュールで， LA88用制御シーケ
ンスから ESC/Pへのデータ変換作業を行います。

3.1.3 LA88と日本語 ESCPトランスレータの比較

LA88と日本語 ESCPトランスレータを比較するために，サポートしている制御文
字，制御命令の違いを第 3.6節に示します。なお，日本語 ESCPトランスレータで
サポートされている制御文字，制御命令であっても制限のあるものがあります。制
限事項については第 3.7節を参照してください。

3.1.4 使用可能な文字セット

日本語 ESCPトランスレータでは下記の文字セットを使用することができます。

• ASCII

• JISローマ字

• JISカタカナ

• DEC特殊文字

• DECテクニカル文字

• DEC補助文字

• ISO Latin-1補助文字

• ユーザ選択補助文字

• DEC漢字 (1978年版， 1983年版)
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3.1.5 トランスレータの初期設定値

日本語 ESCPトランスレータの初期設定値は，表 3–1のとおりです。

表 3–1 初期設定値

設定項目 初期設定値 備考 (関連制御命令など)

文字セット関連

GL集合 G0 LS0/LS1/LS2/LS3

GR集合 G3 LS1R/LS2R/LS3R

G0集合 JISローマ字 SCS

G1集合 DEC特殊文字 SCS

G2集合 カタカナ SCS

G3集合 DEC漢字 SCS

DEC漢字 1983年版 †

ユーザ選択補助文字セット DEC補助文字 DECAUPSS

英数文字形 標準 †

ゼロ文字形 0 †

文字属性 なし SGR
書式関連

CRニューライン・モード CRのみ DECCRNLM

LFニューライン・モード LFのみ LNM

文字ピッチ 12.86 CPI DECSHORP

行ピッチ 6 LPI DECVERP

漢字文字ピッチ 相対 †

右マージン処理 オートラップ DECAWM

左マージン 1桁目 DECSLRM

右マージン 174桁目 DECSLRM

上マージン 1行目 DECSTBM

下マージン 66行目 DECSTBM

†論理名， PRINTコマンドの/PARAMETERS修飾子，トランスレータ単体使用時のオプションで変更
可能。

(次ページに続く)
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表 3–1 (続き) 初期設定値

設定項目 初期設定値 備考 (関連制御命令など)

用紙幅 13.6インチ †

用紙長 66行 (11インチ) DECSLPP

†論理名， PRINTコマンドの/PARAMETERS修飾子，トランスレータ単体使用時のオプションで変更
可能。

3.1.6 関連資料

日本語 ESCPトランスレータで使用される ESC/Pプリンタとターミナル・サーバ
の操作方法，プリント・シンビオントの設定方法の詳細については以下のマニュア
ルを参照してください。

• ESC/Pプリンタのユーザーズ・マニュアル

• ターミナル・サーバのユーザーズ・マニュアル

• OpenVMSシステム管理マニュアル

• TCP/IP Service for OpenVMSのマニュアル

• その他関連するマニュアル

3.2 プリント・シンビオントを設定するための論理名

ここでは，日本語 ESCPトランスレータの各プリント・シンビオントを設定するた
めの論理名について説明します。各論理名の定義は， SYSTEMアカウントなどの
特権付きアカウントで行います。

3.2.1 論理名の定義

日本語 ESCPトランスレータ・プリント・シンビオントに対して，以降で説明する
システム論理名を定義することにより，標準と異なる設定に変更することができま
す。また，ここで設定できる機能に相当する制御文字や制御命令はありません。
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3.2プリント・シンビオントを設定するための論理名

$ DEFINE/SYSTEM 論理名 等価名

注意

各論理名はプリント・シンビオントの作成前 (INITIALIZE/QUEUEコマンド
の実行前)に定義しなければなりません。

• 零の字形

零の字形を指定します。
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• フォントタイプ

英数文字にOCR-Bフォントを使用するかどうかを指定します。

論理名 ESCJ$queue name_FONTTYPE

値 NORMAL OCR-Bフォントを使用しません。 (省略時設定)

OCRB OCR-Bフォントを使用します。

• DEC漢字

DEC漢字セット（83年版または 78年版）を指定します。

論理名 ESCJ$queue name_DECKANJI

値 KANJI83 83年版 DEC漢字セット。 (省略時設定)

KANJI78 78年版 DEC漢字セット。

• 漢字文字間隔

漢字の文字間隔（相対または固定）を指定します。

論理名 ESCJ$queue name_KANJIPITCH

値 RELATIVE 漢字の文字間隔を相対にします。 (省略時設定)

FIXED 漢字の文字間隔を固定にします。

• 用紙幅
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ESC/Pプリンタによる印刷
3.2プリント・シンビオントを設定するための論理名

プリンタの用紙幅を指定します。

論理名 ESCJ$queue name_PAGEWIDTH

値 136 136桁を指定します。 (省略時設定)

80 80桁を指定します。

(この数値は英数カナ 10 CPI時の桁数です。)

3.2.2 TELNETプリント・シンビオントのための論理名

TELNETプリント・シンビオントの管理のために以下の論理名が用意されていま
す。

• コネクション試行間隔

ホストに到達できない場合は，コネクションの試行が 3分 (省略時設定)ごとに
行われます。この省略時の値を変更するには，論理名 ESCJ$TELNETSYM_
RETRY_INTERVALに新しい値を定義します。時刻はデルタ時間を指定しま
す。時刻の指定方法の詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』を参照
してください。

例:

$ DEFINE /SYSTEM ESCJ$TELNETSYM_RETRY_INTERVAL "0 00:00:30"

• アイドル・ドロップ・タイマ

OpenVMSシステムは， 2分（省略時設定）経過してもアイドル状態であるタ
ーミナル・サーバに対するリンクを切断します。

この省略時の値を変更するには，論理名 ESCJ$TELNETSYM_IDLE_
TIMEOUTに新しい値を定義します。時刻はデルタ時間を指定します。時
刻の指定方法の詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』を参照してく
ださい。

例:

$ DEFINE /SYSTEM ESCJ$TELNETSYM_IDLE_TIMEOUT "0 00:00:30"

• スクラッチ・ディレクトリ
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リレー・キュー用の一時ファイルやエラー・メッセージやイベント・メッセー
ジのログ・ファイルを保持するディレクトリを論理名 ESCJ$TELNETSYM_
SCRATCHで指定します。省略時設定は SYS$SPECIFIC:[SYSEXE]です。

例:

$ DEFINE /SYSTEM ESCJ$TELNETSYM_SCRATCH SYSDISK:[ESCJSCRATCH]

• 詳細ログ

論理名 ESCJ$TELNETSYM_VERBOSEを定義することによって詳細ログを
利用可能にします。

例:

$ DEFINE /SYSTEM ESCJ$TELNETSYM_VERBOSE TRUE

• OPCOMメッセージの禁止

論理名 ESCJ$TELNETSYM_NO_OPCOMを定義することによってOPCOM
メッセージを生成しないようにします。

例:

$ DEFINE /SYSTEM ESCJ$TELNETSYM_NO_OPCOM TRUE

• Raw TCPプロトコルの使用

論理名 ESCJ$TELNETSYM_RAW_TCPを定義することによって，プリンタと
の接続に TELNETではなく， raw TCPを使うことを指定します。

例:

$ DEFINE /SYSTEM ESCJ$TELNETSYM_RAW_TCP TRUE

注意

TELNETのキューと raw TCPのキューは， 1つのノードに混在できませ
ん。
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3.3 プリンタ・キューの設定

ここでは，日本語 ESCPトランスレータが提供する３つのプリント・シンビオント
ごとに，プリンタ・キューの設定方法について説明します。各プリンタ・キューの
設定は， SYSTEMアカウントなどの特権付きアカウントで行います。

3.3.1 ローカル・シリアルポート・プリント・シンビオント

以下に示す手順に従って，ローカル・シリアルポートに接続されたプリンタのプリ
ント・キューを設定するために，システム・スタートアップ・ファイルに記述すべ
きコマンドを決定してください。この手順を実行する場合は，パラメータ・テーブ
ルの必要な情報を使用してください。

キューのスタートアップ情報は，キュー・スタートアップ・ファイルあるいは
システム・スタートアップ・ファイル (通常 SYS$MANAGER:SYSTARTUP_
V5.COM，あるいはOpenVMS VAXバージョン 6.0以降およびOpenVMS Alpha
/I64のすべてのバージョンでは SYS$MANAGER:SYSTARTUP_VMS.COM)のい
ずれかに置かれています。

3.3.1.1 キュー・スタートアップ情報の作成

この項では，ローカル・シリアルポート・ベースのキューを構成するために，キュ
ー・スタートアップ・ファイルあるいはシステム・スタートアップ・ファイルに記
述するコマンドについて説明します。

1. キューのデフォルト・フォームを定義します。

例:

$ DEFINE/FORM ESCJ_DEFAULT 1 -
/NOTRUNCATE/WIDTH=174/MARGIN=BOTTOM=0/STOCK=DEFAULT -
/DESCRIPTION="ESCP Trans default"

この例では， ESCJ_DEFAULTはフォーム名で， 1はフォーム番号です。

形式:

$ DEFINE/FORM form-name form-number -
/WIDTH=174/MARGIN=BOTTOM=0/STOCK=DEFAULT -
/DESCRIPTION=string
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プリンタ・キューには，デフォルトのフォーム定義が必要です。OpenVMSで
は，各フォームは名前と番号を持っています。フォーム番号を付ける簡便な方
法は，使用可能な最も小さいフォーム番号を選ぶことです。

すでに使用しているフォーム番号を表示するには，次のコマンドを使用しま
す。

$ SHOW QUEUE/FORM

Form name Number Description
--------- ------- ------------------------------------------

DEFAULT 0 System-defined default

2. OpenVMSローカル・シリアルポートの属性を設定します。

$ SET TERMINAL/NOBROADCAST/EIGHT/PASTHRU/PERMANENT TXA1:

この例で， TXA1はOpenVMSローカル・シリアルポート名です。

形式:

$ SET TERMINAL/NOBROADCAST/EIGHT/PASTHRU/PERMANENT OpenVMS-port-name

3. プリント・キューを初期化および起動します。

例:

$ INITIALIZE/QUEUE ESCJPR1/START -
/PROCESSOR=ESCJ$PRTSMB -
/FORM_MOUNTED=ESCJ_DEFAULT -
/ON=TXA1:

この例では，

ESCJPR1はキュー名です。
ESCJ_DEFAULTはフォーム名です。
TXA1はOpenVMSローカル・シリアルポート名です。

形式:

$ INITIALIZE/QUEUE queue-name/START -
/PROCESSOR=ESCJ$PRTSMB -
/FORM_MOUNTED=form-name -
/ON=openvms-port-name
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INITIALIZE/QUEUEコマンドは，キューがまだ存在していない場合はこれを
作成し，キューに名前を付け，その他プロセッサ，マウント・フォーム，ポー
トなどの必要なものをキューに設定します。

4. キューについての説明を記述します。

次の例では， ESCJPR1がキュー名で， TXA1が設定しようとしているローカ
ル・シリアルポート名です。

例:

$ SET QUEUE ESCJPR1 -
/DESCRIPTION="Gerry’s Printer TXA1"

形式:

$ SET QUEUE queue-name/DESCRIPTION=string

SET QUEUEコマンドはキューの属性を変更します。/DESCRIPTION修飾子
には，キューについての情報を記述するための最大 255文字までの文字列を指
定します。

5. キューのデフォルトのジョブ・セパレータおよびフォーム・オプションを設定
します。

例:

$ SET QUEUE ESCJPR1 -
/DEFAULT=(NOFEED,FORM=ESCJ_DEFAULT)

この例では， ESCJPR1はキュー名で， ESCJ_DEFAULTはフォーム名です。

形式:

$ SET QUEUE queue-name -
/DEFAULT=(option,NOFEED,FORM=form-name)

• SET QUEUEコマンドはキューの属性を変更します。/DEFAULT修飾子
は， PRINTコマンドの特定のオプションのデフォルト値を設定します。デ
フォルト値は，オプションのリストで指定します。
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• NOFEEDは，プリンタの印字位置がフォームのボトム・マージンに来た場
合に，キュー・プロセッサが自動的にフォーム・フィード文字を送信しない
ようにします。 FORMオプションは，特定のフォームを指定しないでジョ
ブが出力された場合のデフォルト・フォームを指定します。オプションにつ
いての詳細は，『OpenVMS DCLディクショナリ』を参照してください。

これで，キュー名を PRINTコマンドで使用できるようになりました。たとえば，
次のコマンドは ESCJPR1にファイルを送信します。

$ PRINT/QUEUE=ESCJPR1 TEST_FILE.TXT

PRINTコマンドおよびその修飾子についての詳細は，OpenVMSドキュメントあ
るいはオンライン・ヘルプを参照してください。

3.3.2 LATプリント・シンビオント

以下に示す手順に従って，ターミナル・サーバあるいは RapidPrintに接続された
プリンタのプリント・キューを設定するために，システム・スタートアップ・ファ
イルに記述すべきコマンドを決定してください。この手順を実行する場合は，パラ
メータ・テーブルの必要な情報を使用してください。

LATのスタートアップ情報は，通常 LATスタートアップ・ファイルに置かれてい
ます。キューのスタートアップ情報は，キュー・スタートアップ・ファイルある
いはシステム・スタートアップ・ファイル (通常 SYS$MANAGER:SYSTARTUP_
V5.COM，あるいはOpenVMS VAXバージョン 6.0以降およびOpenVMS Alpha
/I64のすべてのバージョンでは SYS$MANAGER:SYSTARTUP_VMS.COM)のい
ずれかに置かれています。

修正しなければならない LATスタートアップ・ファイルは，システム構成に応じ
て LAT$SYSTARTUP.COMあるいは LTLOAD.COMのいずれかです。これらのフ
ァイルは，通常 SYS$STARTUPあるいは SYS$MANAGERディレクトリに置か
れています。
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SYSTARTUP_V5.COM (あるいは SYSTARTUP_VMS.COM)が LTLOAD.COM
あるいは LAT$STARTUP.COMのいずれかを起動し，さらにこれが
LAT$SYSTARTUP.COMを起動することを確認してください。 LAT$STARTUP.COM
あるいは LTLOAD.COMファイルは，DECnetを起動した後に起動しなければな
りません。

3.3.2.1 LATスタートアップ・ファイルの修正

この項では， LATスタートアップ・ファイルに記述するコマンドについて説
明します。ファイル名は，システム構成に応じて LATLOAD.COMあるいは
LAT$SYSTARTUP.COMのいずれかです。

1. OpenVMS LATポートを作成します。

例:

$ MCR LATCP CREATE PORT LTA9999

この例では， LTA9999はOpenVMSの LATポート名です。

形式:

$ MCR LATCP CREATE PORT openvms-port-name

LATCP (LATコントロール・プログラム)の CREATE PORTコマンドは，
LATノード上の物理ポートに接続するOpenVMS論理ポートを作成します。

2. OpenVMS LATポートを，ターミナル・サーバあるいは RapidPrintのノード
およびポートにマップします。

例:

$ MCR LATCP SET PORT LTA9999 -
/NODE=LAT_0040AF271155/PORT=PORT_1 -
/QUEUED/APPLICATION

この例では，

• LTA9999はOpenVMS LATポート名です。

• LAT_0040AF271155はターミナル・サーバあるいは RapidPrintの LATノ
ード名です。

• PORT_1はターミナル・サーバあるいは RapidPrintのポート名です。
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形式:

$ MCR LATCP SET PORT openvms-port-name -
/NODE=lat-node-name/PORT=lat-port-name -
/QUEUED/APPLICATION

SET PORTコマンドは，OpenVMS論理ポートを LATノード上の物理ポート
にマップします。

3.3.2.2 キュー・スタートアップ情報の作成

この項では，ターミナル・サーバあるいは RapidPrintベースのキューを構成する
ために，キュー・スタートアップ・ファイルあるいはシステム・スタートアップ・
ファイルに記述するコマンドについて説明します。

1. キューのデフォルト・フォームを定義します。

例:

$ DEFINE/FORM ESCJ_DEFAULT 1 -
/NOTRUNCATE/WIDTH=174/MARGIN=BOTTOM=0/STOCK=DEFAULT -
/DESCRIPTION="ESCP Trans default"

この例では， ESCJ_DEFAULTはフォーム名で， 1はフォーム番号です。

形式:

$ DEFINE/FORM form-name form-number -
/WIDTH=174/MARGIN=BOTTOM=0/STOCK=DEFAULT -
/DESCRIPTION=string

プリンタ・キューには，デフォルトのフォーム定義が必要です。OpenVMSで
は，各フォームは名前と番号を持っています。フォーム番号を付ける簡便な方
法は，使用可能な最も小さいフォーム番号を選ぶことです。

すでに使用しているフォーム番号を表示するには，次のコマンドを使用しま
す。

$ SHOW QUEUE/FORM

Form name Number Description
--------- ------- ------------------------------------------

DEFAULT 0 System-defined default
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2. OpenVMS LATポートの属性を設定します。

$ SET TERMINAL/NOBROADCAST/EIGHT/PASTHRU/PERMANENT LTA9999:

この例で， LTA9999はOpenVMS LATポート名です。

形式:

$ SET TERMINAL/NOBROADCAST/EIGHT/PASTHRU/PERMANENT OpenVMS-port-name

3. プリント・キューを初期化および起動します。

例:

$ INITIALIZE/QUEUE ESCJPR2/START -
/PROCESSOR=ESCJ$LATSYM -
/FORM_MOUNTED=ESCJ_DEFAULT -
/ON=LTA9999:

この例では，

ESCJPR2はキュー名です。
ESCJ_DEFAULTはフォーム名です。
LTA9999はOpenVMS LATポート名です。

形式:

$ INITIALIZE/QUEUE queue-name/START -
/PROCESSOR=ESCJ$LATSYM -
/FORM_MOUNTED=form-name -
/ON=openvms-port-name

INITIALIZE/QUEUEコマンドは，キューがまだ存在していない場合はこれを
作成し，キューに名前を付け，その他プロセッサ，マウント・フォーム，ポー
トなどの必要なものをキューに設定します。

4. キューについての説明を記述します。

次の例では， ESCJPR2がキュー名で， LAT_0040AF271155が設定しようと
しているノード名です。

例:

$ SET QUEUE ESCJPR2 -
/DESCRIPTION="Gerry’s Printer LAT_0040AF271155"
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形式:

$ SET QUEUE queue-name/DESCRIPTION=string

SET QUEUEコマンドはキューの属性を変更します。/DESCRIPTION修飾子
には，キューについての情報を記述するための最大 255文字までの文字列を指
定します。

5. キューのデフォルトのジョブ・セパレータおよびフォーム・オプションを設定
します。

例:

$ SET QUEUE ESCJPR2 -
/DEFAULT=(NOFEED,FORM=ESCJ_DEFAULT)

この例では， ESCJPR2はキュー名で， ESCJ_DEFAULTはフォーム名です。

形式:

$ SET QUEUE queue-name -
/DEFAULT=(option,NOFEED,FORM=form-name)

• SET QUEUEコマンドはキューの属性を変更します。/DEFAULT修飾子
は， PRINTコマンドの特定のオプションのデフォルト値を設定します。デ
フォルト値は，オプションのリストで指定します。

• NOFEEDは，プリンタの印字位置がフォームのボトム・マージンに来た場
合に，キュー・プロセッサが自動的にフォーム・フィード文字を送信しない
ようにします。 FORMオプションは，特定のフォームを指定しないでジョ
ブが出力された場合のデフォルト・フォームを指定します。オプションにつ
いての詳細は，『OpenVMS DCLディクショナリ』を参照してください。

これで，キュー名を PRINTコマンドで使用できるようになりました。たとえば，
次のコマンドは ESCJPR2にファイルを送信します。

$ PRINT/QUEUE=ESCJPR2 TEST_FILE.TXT

PRINTコマンドおよびその修飾子についての詳細は，OpenVMSドキュメントあ
るいはオンライン・ヘルプを参照してください。
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3.3.3 TELNETプリント・シンビオント (ターミナル・サーバ)

以下に示す手順に従って，ターミナル・サーバに接続されたプリンタのプリント・
キューを設定するために，システム・スタートアップ・ファイルに記述すべきコマ
ンドを決定してください。この手順を実行する場合は，パラメータ・テーブルの必
要な情報を使用してください。

キューのスタートアップ情報は，キュー・スタートアップ・ファイルあるいは
システム・スタートアップ・ファイル (通常 SYS$MANAGER:SYSTARTUP_
V5.COM，あるいはOpenVMS VAXバージョン 6.0以降およびOpenVMS Alpha
/I64のすべてのバージョンでは SYS$MANAGER:SYSTARTUP_VMS.COM)のい
ずれかに置かれています。キューのスタートアップは， TELNETを起動した後に
起動しなければなりません。

ターミナル・サーバ上での TELNET経由のプリンタの設定方法については，ター
ミナル・サーバのマニュアルを参照してください。OpenVMS上での TELNETの
設定方法については， TCP/IP Services for OpenVMSのマニュアルを参照してく
ださい。

3.3.3.1 キュー・スタートアップ情報の作成

この項では，ターミナル・サーバ・ベースのキューを構成するために，キュー・ス
タートアップ・ファイルあるいはシステム・スタートアップ・ファイルに記述する
コマンドについて説明します。

1. キューのデフォルト・フォームを定義します。

例:

$ DEFINE/FORM ESCJ_DEFAULT 1 -
/NOTRUNCATE/WIDTH=174/MARGIN=BOTTOM=0/STOCK=DEFAULT -
/DESCRIPTION="ESCP Trans default"

この例では， ESCJ_DEFAULTはフォーム名で， 1はフォーム番号です。

形式:

$ DEFINE/FORM form-name form-number -
/WIDTH=174/MARGIN=BOTTOM=0/STOCK=DEFAULT -
/DESCRIPTION=string
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プリンタ・キューには，デフォルトのフォーム定義が必要です。OpenVMSで
は，各フォームは名前と番号を持っています。フォーム番号を付ける簡便な方
法は，使用可能な最も小さいフォーム番号を選ぶことです。

すでに使用しているフォーム番号を表示するには，次のコマンドを使用しま
す。

$ SHOW QUEUE/FORM

Form name Number Description
--------- ------- ------------------------------------------

DEFAULT 0 System-defined default

2. プリント・キューを初期化および起動します。

例:

$ INITIALIZE/QUEUE ESCJPR3/START -
/PROCESSOR=ESCJ$TELNETSYM -
/FORM_MOUNTED=ESCJ_DEFAULT -
/ON="SERVER:2007"

この例では，

ESCJPR3はキュー名です。
ESCJ_DEFAULTはフォーム名です。
SERVERはターミナル・サーバの IPノード名です。
2007はプリンタが接続されたターミナル・サーバの TCP/IPポート番号で
す。

形式:

$ INITIALIZE/QUEUE queue-name/START -
/PROCESSOR=ESCJ$TELNETSYM -
/FORM_MOUNTED=form-name -
/ON="Server_ip_nodename:port_number"

INITIALIZE/QUEUEコマンドは，キューがまだ存在していない場合はこれを
作成し，キューに名前を付け，その他プロセッサ，マウント・フォーム，ポー
トなどの必要なものをキューに設定します。

3. キューについての説明を記述します。
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次の例では， ESCJPR3がキュー名で， SERVERが設定しようとしているロ
ーカル・シリアルポート名です。

例:

$ SET QUEUE ESCJPR3 -
/DESCRIPTION="Gerry’s Printer SERVER"

形式:

$ SET QUEUE queue-name/DESCRIPTION=string

SET QUEUEコマンドはキューの属性を変更します。/DESCRIPTION修飾子
には，キューについての情報を記述するための最大 255文字までの文字列を指
定します。

4. キューのデフォルトのジョブ・セパレータおよびフォーム・オプションを設定
します。

例:

$ SET QUEUE ESCJPR3 -
/DEFAULT=(NOFEED,FORM=ESCJ_DEFAULT)

この例では， ESCJPR3はキュー名で， ESCJ_DEFAULTはフォーム名です。

形式:

$ SET QUEUE queue-name -
/DEFAULT=(option,NOFEED,FORM=form-name)

• SET QUEUEコマンドはキューの属性を変更します。/DEFAULT修飾子
は， PRINTコマンドの特定のオプションのデフォルト値を設定します。デ
フォルト値は，オプションのリストで指定します。

• NOFEEDは，プリンタの印字位置がフォームのボトム・マージンに来た場
合に，キュー・プロセッサが自動的にフォーム・フィード文字を送信しない
ようにします。 FORMオプションは，特定のフォームを指定しないでジョ
ブが出力された場合のデフォルト・フォームを指定します。オプションにつ
いての詳細は，『OpenVMS DCLディクショナリ』を参照してください。
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3.3プリンタ・キューの設定

これで，キュー名を PRINTコマンドで使用できるようになりました。たとえば，
次のコマンドは ESCJPR3にファイルを送信します。

$ PRINT/QUEUE=ESCJPR3 TEST_FILE.TXT

PRINTコマンドおよびその修飾子についての詳細は，OpenVMSドキュメントあ
るいはオンライン・ヘルプを参照してください。

3.3.4 TELNETプリント・シンビオント (プリント・サーバ (raw TCP))

以下に示す手順に従って，プリント・サーバに接続されたプリンタのプリント・キ
ューを設定するために，システム・スタートアップ・ファイルに記述すべきコマン
ドを決定してください。この手順を実行する場合は，パラメータ・テーブルの必要
な情報を使用してください。

キューのスタートアップ情報は，キュー・スタートアップ・ファイルあるいは
システム・スタートアップ・ファイル (通常 SYS$MANAGER:SYSTARTUP_
V5.COM，あるいはOpenVMS VAXバージョン 6.0以降およびOpenVMS Alpha
/I64のすべてのバージョンでは SYS$MANAGER:SYSTARTUP_VMS.COM)のい
ずれかに置かれています。キューのスタートアップは， TELNETを起動した後に
起動しなければなりません。

プリント・サーバ上での raw TCP経由のプリンタの設定方法については，プリン
ト・サーバのマニュアルを参照してください。OpenVMS上での TELNETの設定
方法については， TCP/IP Services for OpenVMSのマニュアルを参照してくださ
い。

3.3.4.1 キュー・スタートアップ情報の作成

この項では，ターミナル・サーバ・ベースのキューを構成するために，キュー・ス
タートアップ・ファイルあるいはシステム・スタートアップ・ファイルに記述する
コマンドについて説明します。

1. キューのデフォルト・フォームを定義します。
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例:

$ DEFINE/FORM ESCJ_DEFAULT 1 -
/NOTRUNCATE/WIDTH=174/MARGIN=BOTTOM=0/STOCK=DEFAULT -
/DESCRIPTION="ESCP Trans default"

この例では， ESCJ_DEFAULTはフォーム名で， 1はフォーム番号です。

形式:

$ DEFINE/FORM form-name form-number -
/WIDTH=174/MARGIN=BOTTOM=0/STOCK=DEFAULT -
/DESCRIPTION=string

プリンタ・キューには，デフォルトのフォーム定義が必要です。OpenVMSで
は，各フォームは名前と番号を持っています。フォーム番号を付ける簡便な方
法は，使用可能な最も小さいフォーム番号を選ぶことです。

すでに使用しているフォーム番号を表示するには，次のコマンドを使用しま
す。

$ SHOW QUEUE/FORM

Form name Number Description
--------- ------- ------------------------------------------

DEFAULT 0 System-defined default

2. TELNETシンビオントを raw TCPモードで動かすため，論理名を定義しま
す。

例:

$ DEFINE /SYSTEM /EXEC ESCJ$TELNETSYM_RAW_TCP TRUE

3. プリント・キューを初期化および起動します。

例:

$ INITIALIZE/QUEUE ESCJPR3/START -
/PROCESSOR=ESCJ$TELNETSYM -
/FORM_MOUNTED=ESCJ_DEFAULT -
/ON="SERVER:9100"
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この例では，

ESCJPR3はキュー名です。
ESCJ_DEFAULTはフォーム名です。
SERVERはプリント・サーバの IPノード名です。
9100はプリンタが接続されたプリント・サーバの TCP/IPポート番号で
す。

実際のポート番号は，各プリント・サーバのマニュアルを参照してください。

形式:

$ INITIALIZE/QUEUE queue-name/START -
/PROCESSOR=ESCJ$TELNETSYM -
/FORM_MOUNTED=form-name -
/ON="Server_ip_nodename:port_number"

INITIALIZE/QUEUEコマンドは，キューがまだ存在していない場合はこれを
作成し，名前をキューに付け，その他プロセッサ，マウント・フォーム，ポー
トなどの必要なものをキューに設定します。

4. キューについての説明を記述します。

次の例では， ESCJPR3がキュー名で， SERVERが設定しようとしているプ
リント・サーバ名です。

例:

$ SET QUEUE ESCJPR3 -
/DESCRIPTION="Gerry’s Printer SERVER"

形式:

$ SET QUEUE queue-name/DESCRIPTION=string

SET QUEUEコマンドはキューの属性を変更します。/DESCRIPTION修飾子
には，キューについての情報を記述するための最大 255文字までの文字列を指
定します。

5. キューのデフォルトのジョブ・セパレータおよびフォーム・オプションを設定
します。
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例:

$ SET QUEUE ESCJPR3 -
/DEFAULT=(NOFEED,FORM=ESCJ_DEFAULT)

この例では， ESCJPR3はキュー名で， ESCJ_DEFAULTはフォーム名です。

形式:

$ SET QUEUE queue-name -
/DEFAULT=(option,NOFEED,FORM=form-name)

• SET QUEUEコマンドはキューの属性を変更します。/DEFAULT修飾子
は， PRINTコマンドの特定のオプションのデフォルト値を設定します。デ
フォルト値は，オプションのリストで指定します。

• NOFEEDは，プリンタの印字位置がフォームのボトム・マージンに来た場
合に，キュー・プロセッサが自動的にフォーム・フィード文字を送信しない
ようにします。 FORMオプションは，特定のフォームを指定しないでジョ
ブが出力された場合のデフォルト・フォームを指定します。オプションにつ
いての詳細は，『OpenVMS DCLディクショナリ』を参照してください。

これで，キュー名を PRINTコマンドで使用できるようになりました。たとえば，
次のコマンドは ESCJPR3にファイルを送信します。

$ PRINT/QUEUE=ESCJPR3 TEST_FILE.TXT

PRINTコマンドおよびその修飾子についての詳細は，OpenVMSドキュメントあ
るいはオンライン・ヘルプを参照してください。

3.4 PRINTコマンドの/PARAMETERS修飾子

ここでは，日本語 ESCPトランスレータで使用する PRINTコマンドの
/PARAMETERS修飾子について説明します。

日本語 ESCPトランスレータは，OpenVMSオペレーティング・システムの
PRINTコマンドのすべてのコマンド修飾子をサポートしています。このため，日
本語 ESCPトランスレータを使用した環境でのユーザのプリント・オペレーション
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は，通常のOpenVMS環境でサポートされているプリンタに印字する場合と同等
のオペレーションでできます。

PRINTコマンドの使用例を示します。

$ PRINT/QUEUE=que-name file-name.txt

また，日本語 ESCPトランスレータの固有な機能に関する設定を行うために，
/PARAMETERS修飾子に以下のパラメータが追加されています。

• ZEROFONT

• FONTTYPE

• DECKANJI

• KANJIPITCH

• PAGEWIDTH

注意

PRINTコマンドの/PARAMETERS修飾子にパラメータを指定する方法は下
記のようにかっこで囲い，各パラメータはコンマで区切ります。

/PARAMETERS=(param1=xxx,param2=xxx,param3=xxx)

パラメータを１つしか指定しない場合には，かっこを省略できます。

/PARAMETERS=param1=xxx

追加されたパラメータについての説明を以下に示します。

• ZEROFONT

零の字形  (’0’ または  ’0’) を指定します。

形式は以下のとおりです。

/PARAMETERS=ZEROFONT=NORMAL      零の字形に ’0’ を指定します。
/PARAMETERS=ZEROFONT=WITHSLASH   零の字形に ’0’ を指定します。
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3.4 PRINTコマンドの/PARAMETERS修飾子

ZEROFONTパラメータが省略された場合，論理名 ESCJ$que-name_
ZEROFONTで指定された値が使用されます。論理名 ESCJ$que-name_
ZEROFONTが定義されていない場合，NORMALが省略時の設定となりま
す。

• FONTTYPE

英数文字に  OCR−B フォントを使用するかどうかを指定します。

形式は以下のとおりです。

/PARAMETERS=FONTTYPE=NORMAL       OCR−B フォントを使用しません。
/PARAMETERS=FONTTYPE=OCRB         OCR−B フォントを使用します。

FONTTYPEパラメータが省略された場合，論理名 ESCJ$que-name_
FONTTYPEで指定された値が使用されます。論理名 ESCJ$que-name_
FONTTYPEが定義されていない場合，NORMALが省略時の設定となりま
す。

• DECKANJI

DEC漢字セット（83年版または 78年版）を指定します。

形式は以下のとおりです。

/PARAMETERS=DECKANJI=KANJI78 78 年版 DEC 漢字セット。
/PARAMETERS=DECKANJI=KANJI83 83 年版 DEC 漢字セット。

DECKANJIパラメータが省略された場合，論理名 ESCJ$que-name_
DECKANJIで指定された値が使用されます。論理名 ESCJ$que-name_
DECKANJIが定義されていない場合，KANJI83が省略時の設定となります。

• KANJIPITCH

漢字の文字間隔（相対または固定）を指定します。

形式は以下のとおりです。

/PARAMETERS=KANJIPITCH=RELATIVE 漢字の文字間隔を相対にします。
/PARAMETERS=KANJIPITCH=FIXED 漢字の文字間隔を固定にします。
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KANJIPITCHパラメータが省略された場合，論理名 ESCJ$que-name_
KANJIPITCHで指定された値が使用されます。論理名 ESCJ$que-name_
KANJIPITCHが定義されていない場合， RELATIVEが省略時の設定となりま
す。

• PAGEWIDTH

ESC/Pプリンタの用紙幅を指定します。

形式は以下のとおりです。

/PARAMETERS=PAGEWIDTH=value

valueは， ESC/Pプリンタの英数カナ 10 CPIのときの印字桁数で 80または
136を指定できます。使用する ESC/Pプリンタに合わせてください。

PAGEWIDTHパラメータが省略された場合，論理名 ESCJ$que-name_
PAGEWIDTHで指定された値が使用されます。論理名 ESCJ$que-name_
PAGEWIDTHが定義されていない場合， 136が省略時の設定となります。

3.5 日本語ESCPトランスレータ単体での使用

本章では，日本語 ESCPトランスレータを PRINTコマンドを使用しないで単体で
使用する方法について説明します。これにより ESC/Pに変換されたファイルを得
ることができます。

シンボルの設定
日本語 ESCPトランスレータを単体で使用できるようにシンボル名を設定します。

$ ESCJ$TRANS == "$SYS$LIBRARY:ESCJ$TRANSSHR.EXE"

使用方法
入力ファイル名および出力ファイル名とともに，日本語 ESCPトランスレータを実
行します。出力ファイル名を省略した場合には SYS$OUTPUTに出力されます。

$ ESCJ$TRANS [OPTIONS] input-file [output-file]
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3.5日本語 ESCPトランスレータ単体での使用

実行時には以下のオプションが指定できます。
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単体で使用する場合，論理名や/PARAMETER修飾子による設定の影響は受けませ
ん。

注意

単体使用で出力されたファイルを日本語 ESCPトランスレータで設定され
たプリンタ・キューに出力することはできません。トランスレータを２回
通すことになり，正常な印字結果になりません。

3.6 LA88と日本語ESCPトランスレータのサポートする制御
文字/制御命令の比較

ESCJがサポートする制御文字/制御命令は以下のとおりです。各制御文字/制御命
令の説明は『LA88ユーザガイド』を参照してください。（サポートされていても
LA88と動作が異なるものがあります。詳しくは第 3.7節を参照してください。）

ニーモニック 機能

BS Back space
CAN Cancel
CR Carriage return
DECAUPSS Assign UPSS
DECAWM Auto wrap mode
DECCRNLM CR new line mode
DECDHLB Double height line bottom
DECDHLT Double height line top
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3.6 LA88と日本語 ESCPトランスレータのサポートする制御文字/制御命令の比較

ニーモニック 機能

DECDWL Double width line
DECSHORP Select horizontal pitch
DECSHTS Set horizontal tab stop
DECSLPP Set lines per page
DECSLRM Set left and right margin
DECSTBM Set top and bottom margin
DECSTR Soft terminal reset
DECSWL Single width line
DECVERP Select vertical pitch
DEL Delete
FF Form feed
GSM Graphic size modification
HT Horizontal tab
HTS Horizontal tab set
IND Index
LF Line Feed
LNM LF new line mode
LS0 (SI) Locking shift 0 (Shift in)
LS1 (SO) Locking shift 1 (Shift out)
LS1R Locking shift 1 right
LS2 Locking shift 2
LS2R Locking shift 2 right
LS3 Locking shift 3
LS3R Locking shift 3 right
NEL Next line
NUL Null
PLD Partial line down
RIS Reset to initial state
Sixel protocol
SGR Select graphic rendition

Normal
Bold
Underline
Italic
Reverse
Vertical
Double under line

SP Space
SS2 Single shift 2
SS3 Single shift 3
SUB Substitute
TBC (0,2,3) Tab clear
VT Vertical tab
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LA88ではサポートされているが ESCJではサポートされない制御文字/制御命令は
以下のとおりです。

ニーモニック 機能

BEL Bell
CUU Cursor up
DA(1) Primary Device attributes
DA(2) Secondary device attributes
DECDEN Select printing density
DECDRLBR Draw a ruled line between in pattern
DECNVR NVR save/restore
DECRQUPSS Request UPSS
DECTST Test
DSR Device status report
PLU Partial line up
RI Reverse index
S7C1T Select 7-bit C1 transmission
S8C1T Select 8-bit C1 transmission
SGR Select graphic rendition

Faint
XOFF (transmit only)
XON (transmit only)

3.7 既知の問題点と制限事項

3.7.1 トランスレータの既知の問題点と制限事項

3.7.1.1 逆改行

ESC/Pプリンタでは逆改行動作を行うコントロールコードを持っていません。こ
のため以下の制御文字は無視されます。

・ CUU Cursor up
・ PLU Partial line up
・ RI Reverse index
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3.7.1.2 フォントデザイン

日本語 ESCPトランスレータでサポートしている文字セットのうち以下の文字セ
ットは ESC/Pプリンタが持っていないため，日本語 ESCPトランスレータで用意
されたフォント (以下内部フォント)を使用しています。このため ESC/Pプリンタ
が持っているフォントと内部フォントのデザインが同一であることは保証されませ
ん。

• JISカタカナ (12.86 CPI以上のとき)

• DEC特殊文字 (VT100 Line Drawing)

• DECテクニカル文字

• ユーザ選択補助文字

• DEC補助文字

• ISO Latin-1補助文字

また， ESC/Pプリンタの英数カナ 15 CPI文字セットは漢字に比べて文字の高さ
が低いデザインになっています (ESC/Pプリンタの各機種に依存します)。この 15
CPI文字セットは日本語 ESCPトランスレータが 12.86 CPI以上の文字ピッチの
場合に使用されます。

3.7.1.3 内部フォント

内部フォントには以下の制限があります。

• 文字属性（濃印字,右斜体,反転）は設定できません。

• 縦倍文字は設定できません。

• ビットイメージとして印字されるため，データ量が多くなり, ESC/Pプリンタ
の使用条件によっては印字に時間がかかることがあります。

3.7.1.4 アンダーライン

アンダーラインには以下の制限があります。

• アンダーラインは文字の最下位置に引かれるため，文字とアンダーラインが重
なることがあります。

• ビットイメージとして印字されるため，データ量が多くなり, ESC/Pプリンタ
の使用条件によっては印字に時間がかかることがあります。
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3.7.1.5 二重アンダーライン

二重アンダーラインは印刷できません。アンダーラインとして印刷されます。

3.7.1.6 反転文字

ESC/Pプリンタでは反転文字を印字するためのコントロールコードを持っていま
せん。日本語 ESCPトランスレータでは代用として反転文字を袋文字として印字し
ます。

3.7.1.7 漢字罫線

漢字罫線は接続されません。

3.7.1.8 行間罫線

行間罫線はサポートされません。

3.7.1.9 プリローディング/オンデマンドローディング

• プリローディングのフォント文字の拡張はされません。

• １行に印字できるプリローディング/オンデマンドローディング文字は 93文字
までです。 94文字以上を印字しようとすると文字化けを起こすことがありま
す。

3.7.1.10 行属性

• DECDHLT (縦横倍角指定の上半分)では文字は印字されないで，文字分のスペ
ースが印字されます。

• DECDHLB (縦横倍角指定の下半分)では文字の全体が印字されます。

• DECDHLTとDECDHLBを組み合わせて印字した場合， LA88と印字結果が
異なります。行送りが，通常よりも多く行われます。

3.7.1.11 縦倍文字

1行中にGSMやDECDHLなどを使って通常の文字と縦倍の文字を混在して印字
した場合， LA88と印字結果が異なる場合があります。また，行送りが通常よりも
多く行われることがあります。
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3.7.1.12 8.18 CPI以下での印字

LA88では 8.18 CPI以下の文字ピッチでは倍幅の文字を使用して印字されます
が，日本語 ESCPトランスレータではすべて通常の文字で印字されます。

3.7.1.13 その他

以下の制御文字，制御命令はサポートされません。無視されます。

BEL Bell

CUU Cursor up

DA(1) Primary Device attributes

DA(2) Secondary device attributes

DECDEN Select printing density

DECDRLBR Draw a ruled line between in pattern

DECNVR NVR save/restore

DECRQUPSS Request UPSS

DECTST Test

DSR Device status report

PLU Partial line up

RI Reverse index

S7C1T Select 7-bit C1 transmission

S8C1T Select 8-bit C1 transmission

SGR Select graphic rendition

Faint

XOFF (transmit only)

XON (transmit only)

3.7.2 TELNETプリント・シンビオントの既知の問題点と制限事項

反応していないプリンタに ESCJ$TELNETSYMがジョブのリンクを確立しよう
としているときにDELETE/ENTRYコマンドを入力した場合，プリンタ・キュー
は‘‘ハング ’’します。キューをリセットするには，以下を入力します。

$ STOP /QUEUE /RESET
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3.8 動作確認済みのESC/Pプリンタ

ESC/Pプリンタは ESC/P J84に準拠していなければなりません。日本語 ESCPト
ランスレータは EPSON VP–1800シリアルプリンタをリファレンス機として採用
し開発が行なわれています。

また，以下のプリンタは日本語 ESCPトランスレータの動作テストにおいて検証済
みです。

• シリアルプリンタ

EPSON VP–4100
EPSON VP–5100 †
EPSON VP–6000†
Fujitsu Printpartner 2400†
OKI MICROLINE 8350SE†
OKI MICROLINE 8370SE†
OKI MICROLINE 8580SE†
OKI MICROLINE 8720SE†

• ラインプリンタ

Fujitsu M3086V†
日立工機KD45PC†
日立工機KD20PC†
日立工機KD50PC†
日立工機KD28PC†

3.9 ESC/Pプリンタの既知の問題点と制限事項

以下は動作検証された各プリンタ固有の問題点と制限事項です。

• EPSON VP–5100

• GSMやDECDHLなどを使って縦倍の文字を印字する場合， 1行中に漢字
と英数カナが混在する行は右下がりの階段状に印字されます。

† 第 3.9節, ESC/Pプリンタの既知の問題点と制限事項を参照してください。
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• Fujitsu Printpartner 2400

• 縦倍文字を印字する場合，英数カナと漢字のベースラインが異なるため，正
常な印字結果になりません。

• 縦倍文字を印字する場合，その行に漢字が含まれ，かつ行末が英数カナで終
わるとき， 24/180インチの改行量不足となります。

• 縦倍文字を印字する場合，漢字に対してアンダーライン，二重アンダーライ
ンは取り消しラインのように印字されます。

• Fujitsu M3086V

• M3086Vでは袋文字をサポートしていないため，反転文字 (袋文字)の属性
は設定されません。

• 英数カナのみの縦倍文字を印字した場合，文字の下部が印字されないことが
あります。

• OKI MICROLINE 8350SE

• 縦倍文字を印字する場合，英数カナと漢字のベースラインが異なるため，正
常な印字結果になりません。

• 縦倍文字を印字する場合，その行に漢字が含まれ，かつ行末が英数カナで終
わるとき， 24/180インチの改行量不足となります。

• 縦倍文字を印字する場合，漢字に対してアンダーライン，二重アンダーライ
ンは取り消しラインのように印字されます。

• OKI MICROLINE 8370SE

• 縦倍文字を印字する場合，英数カナと漢字のベースラインが異なるため，正
常な印字結果になりません。

• 縦倍文字を印字する場合，その行に漢字が含まれ，かつ行末が英数カナで終
わるとき， 24/180インチの改行量不足となります。

• 縦倍文字を印字する場合，漢字に対してアンダーライン，二重アンダーライ
ンは取り消しラインのように印字されます。

• OKI MICROLINE 8580SE

• 縦倍文字を印字する場合，英数カナと漢字のベースラインが異なるため，正
常な印字結果になりません。
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• 縦倍文字を印字する場合，その行に漢字が含まれ，かつ行末が英数カナで終
わるとき， 24/180インチの改行量不足となります。

• 縦倍文字を印字する場合，漢字に対してアンダーライン，二重アンダーライ
ンは取り消しラインのように印字されます。

• OKI MICROLINE 8720SE

• 縦倍文字を印字する場合，英数カナと漢字のベースラインが異なるため，正
常な印字結果になりません。

• 縦倍文字を印字する場合，その行に漢字が含まれ，かつ行末が英数カナで終
わるとき， 24/180インチの改行量不足となります。

• 縦倍文字を印字する場合，漢字に対してアンダーライン，二重アンダーライ
ンは取り消しラインのように印字されます。

• EPSON VP–6000

• 縦倍文字を印字する場合，英数カナと漢字のベースラインが異なるため，正
常な印字結果になりません。

• 縦倍文字を印字する場合，英数カナと漢字のベースラインが異なるため，こ
れらにつけたアンダーラインが接続されません。

• 縦倍文字を印字する場合，その行に漢字が含まれ，かつ行末が英数カナで終
わる時， 24/180インチの改行量不足となります。

• 日立工機KD45PC

• 一行に英数カナと漢字が混在した縦倍文字を，アンダーラインまたは二重ア
ンダーラインを指定して印字する場合，英数カナのベースラインが正常位置
より上になり正しく印字されません。

• 縦倍文字を印字する場合，英数カナと漢字のベースラインが異なるため，こ
れらにつけたアンダーラインが接続されません。

• 文字への斜体の指定は無視されます。

• 文字への反転の指定は無視されます。
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• 日立工機KD20PC

• 一行に英数カナと漢字が混在した縦倍文字を，アンダーラインまたは二重ア
ンダーラインを指定して印字する場合，英数カナのベースラインが正常位置
より上になり正しく印字されません。

• 縦倍文字を印字する場合，英数カナと漢字のベースラインが異なるため，こ
れらにつけたアンダーラインが接続されません。

• 文字への斜体の指定は無視されます。

• 文字への反転の指定は無視されます。

• 日立工機KD50PC

• 一行に英数カナと漢字が混在した縦倍文字を印字する場合，アンダーライン
または二重アンダーラインは取り消しラインのように印字されます。

• 日立工機KD28PC

• 一行に英数カナと漢字が混在した縦倍文字を印字する場合，アンダーライン
または二重アンダーラインは取り消しラインのように印字されます。
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この章では，日本語OpenVMSで使用される文字について説明します。

4.1 文字集合とコードセット

ここでは，文字集合とコードセットの用語について説明します。

4.1.1 文字集合（文字セット）

文字集合とは，一般的に，ある目的を満たす異なる文字の集合をいいます。日本語
OpenVMSでは，標準で定められた以下の文字集合を使用します。

表 4–1 日本語OpenVMSで使用される文字集合

文字集合名称 規定する標準

ASCII文字集合 ISO 646

JISローマ字文字集合 JIS X0201

JISカタカナ文字集合 JIS X0201

JIS漢字文字集合 JIS X0208 - 1983，
JIS X0213 - 2000 (I64/Alphaのみ)

DEC拡張漢字文字集合 なし

4.1.2 コードセット

コードセットとは，文字集合の文字を一定の手順によって符号化し，各文字に対応
する数値を割り振ったものです。符号化の規約はそれぞれのコードセットによって
違うため，同一の文字が，異なるコードセットでは異なる数値に割り振られること
があります。また，コードセットによって表現できる文字集合が違います。日本語
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OpenVMSでは，DEC漢字コードセットおよび Super DEC漢字コードセットを
使うことができます。

4.1.3 漢字コード表

DEC漢字コードセット， SuperDEC漢字コードセットで使用する日本語文字
（JIS漢字）のコードは，日本語 EUCの漢字コードです。一般の漢字コード表
で日本語 EUCのコードを参照してください。ドキュメントによっては EUCや
GR(8-bit JIS)と表記している場合もあります。

JIS規格票にもコード，部首索引，音訓索引は載っています。 JIS規格票は，日本
工業標準調査会（JISC）のサイト (http://www.jisc.go.jp/)の JIS検索 (JIS規格番
号： X0208)で PDFファイルを閲覧することができます。日本規格協会のサイト
(http://www.jsa.or.jp/)では購入することができます。また『JIS漢字字典 (増補改
訂版)』 (芝野耕司編著，日本規格協会発行， 2002)は規格票のデータなどを漢字コ
ード表としたのもので，規格票本文も含まれています。

4.2 日本語OpenVMSで使う文字の種類

日本語OpenVMSでは，標準で規定された文字集合を再規定し，次のような文字
の種類を使うことができます。
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図 4–1 漢字文字集合の構成および関連
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4.3 日本語OpenVMSで使うコードセット

日本語OpenVMSでは，第 4.1.1項で述べた文字集合にコード付けして， DEC漢
字コードセットと Super DEC漢字コードセットを定義しています。

4.3.1 DEC漢字コードセット

DEC漢字コードセットは ASCII(または JISローマ字)と JIS X0208-1983を組み
合わせたコードセットです。このコードセットでは漢字と ASCII (または JISロー
マ字)を，第 1バイトの最上位ビット (8ビット目)で識別することができます。

文字集合 ビット表現 16進表現

ASCII/JIS X0201 LH (0xxxxxxx) 20 - 7F

JIS X0208 (1xxxxxxx 1xxxxxxx) A1A1 - FEFE

DEC拡張漢字 (1xxxxxxx 0xxxxxxx) A121 - FE7E

C0 Control (000xxxxx) 00 - 1F

C1 Control (100xxxxx) 80 - 9F

ユーザ定義領域としてDEC拡張漢字領域の 1～ 31区 (2914文字位置)を使用しま
す。 32区～ 94区はDEC確保領域となっています。

図 4–2は，DEC漢字コードセットの漢字コードが， 2バイト・コード空間でどの
ように定義されているかを示しています。
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図 4–2 DEC漢字コードセットの漢字の割り当て
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4.3.2 Super DEC漢字コードセット

Super DEC漢字コードセットは，DEC漢字コードセットを SS2 ( 16進数で 8E )
と SS3 ( 16進数で 8F )を用いて拡張し， JISカタカナと JIS補助漢字を扱えるよ
うにしたものです。DEC漢字コードセットとは異なり Super DEC漢字コードセ
ットは，スクリーン上での見かけの長さと実際に記憶領域に占める文字列の長さが
違うので，プログラミング等の際には，十分な長さの領域を用意するように注意す
る必要があります。

文字集合 ビット表現 16進表現

ASCII/JIS X0201 LH (0xxxxxxx) 20 - 7F

JIS X0208 (1xxxxxxx 1xxxxxxx) A1A1 - FEFE

DEC拡張漢字 (1xxxxxxx 0xxxxxxx) A121 - FE7E

JIS X0201 RH (SS2 1xxxxxxx) 8EA1 - 8EDF

JIS X0212 (未サポート) (SS3 1xxxxxxx 1xxxxxxx) 8FA1A1 - 8FFEFE

C0 Control (000xxxxx) 00 - 1F

C1 Control (100xxxxx) 80 - 9F
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ユーザ定義領域としてDEC拡張漢字領域の 1～ 31区 (2914文字位置)を使用しま
す。 32区～ 94区はDEC確保領域となっています。

図 4–3は， SuperDEC漢字コードセットの漢字コードが，どのように定義されて
いるかを示しています。

注意

Super DEC漢字コードセットの JIS補助漢字領域は，現在サポートされて
いません。
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図 4–3 Super DEC漢字コードセットの漢字コードの割り当て
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4.3.3 DEC漢字 2000コードセット（I64/Alphaのみ）

DEC漢字 2000コードセットは，DEC漢字コードセットを SS2(16進数で 8E)と
SS3(16進数で 8F)を用いて拡張し， JISカタカナと JIS X 0213を扱えるようにし
たものです。DEC漢字コードセットとは異なりDEC漢字 2000コードセットは，
スクリーン上での見かけの長さと実際に記憶領域に占める文字列の長さが違うの
で，プログラミング等の際には，十分な長さの領域を用意するように注意する必要
があります。

文字集合 ビット表現 16進表現

ASCII/JIS X0201 LH (0xxxxxxx) 20 - 7F

JIS第 1～第 3水準 (1xxxxxxx 1xxxxxxx) A1A1 - FEFE

DEC拡張漢字 (1xxxxxxx 0xxxxxxx) A121 - FE7E

JIS X0201 RH (SS2 1xxxxxxx) 8EA1 - 8EDF

JIS第 4水準 (未サポート) (SS3 1xxxxxxx 1xxxxxxx) 8FA1A1 - 8FFEFE

C0 Control (000xxxxx) 00 - 1F

C1 Control (100xxxxx) 80 - 9F

ユーザ定義領域としてHP拡張漢字領域の 1～ 31区 ( 2914文字位置)を使用しま
す。 32区～ 94区はHP確保領域となっています。

図 4–3は，DEC漢字 2000コードセットの漢字コードが，どのように定義されて
いるかを示しています。

注意

DEC漢字 2000コードセットの JIS第 4水準領域はサポートされていませ
ん。
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図 4–4 DEC漢字 2000コードセットの漢字コードの割り当て
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日本語の入力

日本語OpenVMS上では，さまざまな場所で日本語を入力することができます。
この章では，日本語OpenVMSが提供する日本語入力方法について説明します。

5.1 日本語入力の種類

日本語OpenVMSでは，以下のような日本語入力方法を提供しています。用途に
合わせて使い分けができます。

5.1.1 KINQUIREコマンド

シンボルに日本語を割り当てることができます。詳しくは，『日本語ユーティリテ
ィ 利用者の手引き』をご覧ください。

5.1.2 日本語エディタ（日本語 EVE）

日本語のファイルを作成することができます。詳しくは，『日本語 EVEかな漢字
変換入門』，『日本語 EVE ユーザーズ・ガイド』をご覧ください。

5.1.3 日本語入力プロセス（FIP）

日本語入力機能を持たないアプリケーション・プログラムに日本語を入力するこ
とができます。詳しくは，『日本語入力プロセス 利用者の手引き』をご覧くださ
い。
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5.1.4 日本語ライブラリ

日本語入力を行うアプリケーション・プログラムを作成するときに利用できる実行
時ライブラリです。様々な使いかたに対応した，自由度の高い機能が用意されてい
ます。詳しくは，『日本語ライブラリ 利用者の手引き』，『日本語画面管理ライ
ブラリ 利用者の手引き』をご覧ください。

5.2 かな漢字変換キー

日本語OpenVMS上では，さまざまな場所で日本語を入力することができます。
また，入力方法はユーザ・キー定義ライブラリによって，ユーザの好みに合ったか
な漢字変換キーを使用することができます。詳しくは，『ユーザ・キー定義 利用
者の手引き』をご覧ください。

ここでは，日本語OpenVMSで提供され，標準的に使われている JVMSキーを始
め，日本語エディタで長らく使われている EVEJキー，一太郎1のような TAROキ
ーを紹介します。なお，日本語OpenVMS上で統一的にユーザ・キー定義を用い
たアプリケーション開発のためには，『IMLIB/OpenVMSライブラリ・リファレ
ンス・マニュアル』をご覧ください。

表 5–1 かな漢字変換キー

変換機能 JVMSキー TAROキー EVEJキー

漢字変換/
文節次候補

CTRL/space
【変換】

space CTRL/space
【変換】

全角英数字変換 CTRL/F
【 ALT/ひらがな】

F14 CTRL/F
【 ALT/ひらがな】

(次ページに続く)

1 一太郎は株式会社ジャストシステムの商標です。
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表 5–1 (続き) かな漢字変換キー

変換機能 JVMSキー TAROキー EVEJキー

半角カタカナ変換/
文節半角カタカナ
変換

CTRL/G + CTRL/K
【 CTRL/ひらがな】
【 CTRL/Shift/
ひらがな】

該当するキーなし1

【 CTRL/
ひらがな】
【 CTRL/Shift/
ひらがな】

PF1 + CTRL/K
【 CTRL/ひらがな】
【 CTRL/Shift/
ひらがな】

全角カタカナ変換/
文節全角カタカナ
変換

CTRL/K
【カタカナ】

F12 1 CTRL/K
【カタカナ】

ひらがな変換/
文節ひらがな変換

CTRL/L
【ひらがな】

F11 CTRL/H
【ひらがな】

無変換１2 CTRL/N
【無変換】

該当するキーなし CTRL/N
【無変換】

無変換２2 該当するキーなし
【 SHIFT/無変換】

DEL 該当するキーなし
【 SHIFT/無変換】

次文節移動 CTRL/P
【 SHIFT/下矢印】

下矢印1 CTRL/P
【 SHIFT/下矢印】

文節縮小 CTRL/ /
【 SHIFT/左矢印】

左矢印 CTRL/A
【 SHIFT/左矢印】

記号変換 CTRL/ ]
【 ALT/無変換】

CTRL/ ] PF1 + z(Z)
【 ALT/無変換】

文節前候補 CTRL/G + CTRL/
space
【前候補】

上矢印 PF1 + CTRL/space
【前候補】

半角英数字変換 CTRL/G + CTRL/F
【 CTRL/ALT/
ひらがな】

F13 1 CTRL/E
【 CTRL/ALT/
ひらがな】

前文節移動 CTRL/G + CTRL/P
【 SHIFT/上矢印】

該当するキーなし PF1 + CTRL/P
【 SHIFT/上矢印】

文節拡大 CTRL/G + CTRL/ /
【 SHIFT/右矢印】

右矢印 PF1 + CTRL/A

全候補 【 Alt +変換】 space 【 Alt +変換】

1TAROキーバインドには，厳密には対応するキーが存在しません。日本語 EVEでは F13は半角変換
です。
2無変換には 2つの動作があります。 1つは，無変換操作後の編集は行わず，次の入力キーが変換操作
以外の入力 (矢印，アルファベットなど)であれば確定後，入力キーに応じた操作を行う方法。もう 1つ
は，入力状態に復帰する (編集操作を許可する)方法です。前者を無変換 1，後者を無変換 2とします。
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【 】で囲まれたものは新型日本語キーボード（LK401-BJ, LK411-AJ, LK411-JJ,
PCXAJ-AA）で追加されたものです。また， SHIFT/矢印キーは LK401-AJでも使
用できます。

5.3 かな漢字変換辞書

日本語OpenVMSでは，次の 3つの辞書を「かな漢字変換」に使用しています。
日本語エディタ，KINQUIREコマンド，および日本語処理ライブラリなどの変換
ルーチンから共通に使用されます。

• システム辞書

システム全体で共通に使用されます。論理名 JSY$TANGOが登録されていない
場合は， JSY$DICITIONARY:JSYTANGO.JISHOが使用されます。

• 個人辞書

個人辞書は個人辞書編集ユーティリティを用いて，単語の登録・削除ができま
す。個人辞書は，論理名 JSY$KOJINで検索されます。この論理名が定義され
ていない場合には， SYS$LOGIN:JSYKOJIN.JISHOが使用されます。この辞
書には，ユーザ登録の単語が使用順に登録されています。

個人辞書は，複数のプロセス間で共有して使用することができます。また，個
人辞書をまったく使用せず，システム辞書のみでかな漢字変換を行うモードを
設定することもできます。

• 文節学習辞書

付属語まで含めた文節学習を行うために使用します。文節学習辞書は，論理
名 JSY$LEARNで検索されます。この論理名が定義されていない場合には，
SYS$LOGIN:JSY$LEARN.DATが使用されます。たとえば「きしゃのきしゃ
がきしゃできしゃした」を，次候補・文節移動等で正しい文を作り，学習させ
ます。

貴社の／記者が／汽車で／帰社した／
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2回目以降は同じ入力にたいして上記の文が正しく変換されます。

詳細は『日本語ライブラリ 利用者の手引き』の "かな漢字変換辞書 "の章を参照し
てください。

5.4 半角カタカナと漢字の変換について

日本語OpenVMSでは， Super DEC漢字コードセットを導入することで半角カタ
カナと漢字の混在文字列に関する機能が追加されています。エディタとしては日本
語 EVEを使い半角カタカナ，漢字混在の文章を編集できます。また，日本語ライ
ブラリ等を利用して半角カタカナ，漢字混在のアプリケーション・プログラムを作
ることができます。

従来の日本語OpenVMSで提供されてきた日本語ライブラリの「半角カタカナと
全角ひらがな/カタカナの相互変換ルーチン」を用いたアプリケーション・プログ
ラムもサポートされます。これについては『日本語ライブラリ 利用者の手引き』
を参照してください。
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6
日本語ファイル名サポート

この章では，標準版OpenVMSのサポートするファイル名と，日本語OpenVMS
のサポートする日本語ファイル名について説明します。

6.1 標準版OpenVMSにおけるファイル・システムの拡張

Extended File Specificationsは，ファイル名に使える文字がUnicodeに拡張さ
れ，OpenVMSの従来のバージョンに存在するさまざまなファイル名の制約を
緩和するファイル処理環境です。 Extended File Specificationsは， Advanced
Serverを使用する環境において，OpenVMSシステムとWindows NTシステムの
両方で，一貫性のあるファイル処理を可能します。

Extended File Specificationsは，On-Disk Structure Level 5 (ODS-5)をインプ
リメントしています。この新しいボリューム構造は，拡張ファイル名を持つファイ
ルを作成し，格納するための基礎となります。ODS-5ボリューム構造には，以下
の機能があります。

• 長いファイル名のサポート

• ファイル名に使用できる文字の種類の拡大

• ファイル名の大文字と小文字の区別の保存

日本語OpenVMSの日本語ファイル名は，このODS-5ボリューム構造でサポート
されているUnicodeファイル名を利用しています。従って，日本語ファイル名の
サポートはODS-5ボリューム構造のみに限られます。

注意

ODS-5ボリューム構造についての詳細は，『OpenVMS Extended File
Specificationsの手引き』を参照してください。
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6.1標準版 OpenVMSにおけるファイル・システムの拡張

6.2 日本語OpenVMSによるファイル名の拡張

Extended File SpecificationによってサポートされるODS-5ボリューム構造によ
って，日本語OpenVMSでは，以下の形式のファイル名をサポートしています。

• 従来形式のファイル名

半角の A～ Z， 0～ 9，$，_，およびハイフンとピリオドから成る形式。

最大長はファイル名と拡張子それぞれ 39文字までです。

• ISO 8859-1コードセットによるファイル名

ファイル名と拡張子あわせて最大 236文字までの， ASCIIおよび ISO Latin-1
文字によるファイル名。

ピリオドは複数指定できますが，最低でも 1つは必要です。エスケープ文字 (^)
を用いることで，スペースや一部の特殊記号もファイル名に使うことができま
す。

注意

日本語OpenVMSでは ISO Latin-1文字はサポートしません。 ASCII文字
部分のみのサポートとなります。

• 16進数表現によるファイル名

漢字やキリル文字のように， ISO 8859-1コードセットに含まれない文字をフ
ァイル名に使用するために， 16進数によって文字を表す形式。

ファイル名に ISO 8859-1コードセットを使用できる場所なら，どこにでも使
用することができます。ファイル・システム内部ではUnicodeファイル名に変
換されます。

• Unicodeによるファイル名

ファイル名と拡張子あわせて最大 118文字までの，Unicode文字列によるファ
イル名。
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6.2日本語 OpenVMSによるファイル名の拡張

ピリオドは複数指定できますが，最低でも 1つは必要です。スペースや一部の
記号もファイル名に使うことができます。

• Super DEC漢字コードセットによるファイル名

ファイル名と拡張子あわせて最大 118文字までの， Super DEC漢字コードセ
ットによるファイル名。

注意

DEC漢字 2000コードセットをファイル名に使用することはできません。

ファイル・システム内部ではUnicodeとしてODS-5ボリュームに格納されて
います。ファイル・システム内部ではUnicodeファイル名に変換されます。

6.3 Super DEC漢字コードセットによる日本語ファイル名

日本語OpenVMSでは，以下の場所で Super DEC漢字コードセットを用いて，フ
ァイル名に日本語を使用することができます。

• RMS API

以下の RMS APIでは Super DEC漢字コードセットを用いて，日本語のファ
イル名を持つファイルにアクセスすることができます。

$CREATE $DISPLAY $ENTER $ERASE

$OPEN $PARSE $REMOVE $RENAME

$SEARCH

• DCLコマンド

★日本語ファイル名をサポートする DCLコマンド★

日本語OpenVMSでは，以下のDCLコマンドおよび APIで日本語ファイル名
を正常に処理できます。

1. バックアップ関係

– BACKUPコマンド

– BACKUP API
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6.3 Super DEC漢字コードセットによる日本語ファイル名

2. デフォルト・ディレクトリ関係

– SET DEFAULTおよび SHOW DEFAULTコマンド

– SHOW PROCESSコマンド

– $SETDDIRシステム・サービス

3. ACL関係

– SET SECURITYおよび SHOW SECURITYコマンド

– SET FILE/ACLおよび SET ACLコマンド

★その他の DCLコマンド★

標準版OpenVMSの提供するDCLコマンドで， Super DEC漢字コードセット
を用いて日本語のファイル名を持つファイルを作成，操作，削除することがで
きます。

【例】

$ COPY PUBDISK:[営業３課]企画書.TXT SYS$LOGIN:新企画書.案１

注意

標準版OpenVMSで提供するすべての DCLコマンドで日本語ファイル名が
正常に動作することを保証するわけではありません。一部の DCLコマンド
では日本語ファイル名が正しく表示されないなどの問題が発生する場合が
あります。

• 日本語ユーティリティ

日本語OpenVMSの提供する日本語ユーティリティでは，日本語ファイル名を
正常に処理できます。日本語ユーティリティについての詳細は，『日本語ユー
ティリティ 利用者の手引き』を参照してください。

【例】

$ EDIT/XTPU 新企画書.案１
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6.4日本語ファイル名の設定

6.4 日本語ファイル名の設定

従来のアプリケーションとの互換性のために，デフォルトでは日本語ファイル名は
無効に設定されます。ファイル名に Super DEC漢字コードセットを使用するため
には， RMS設定を切り替える必要があります。

6.4.1 JSY$CONTROLユーティリティ

ファイル名に Super DEC漢字コードセットを使用するためには，以下のコマンド
を入力して， RMSの拡張機能であるファイル名コンバータを有効にします。

$ JSYCP:==$SYS$SYSTEM:JSY$CONTROL.EXE
$ JSYCP SET RMS/FILENAME=SDECKANJI

ファイル名コンバータを有効にすると， RMSを経由するファイル名はすべて
Super DEC漢字コードセットで入出力されます。またDCLのファイル名解析スタ
イルも Extendedに切り替わります。

注意

DCLのファイル名解析スタイルについての詳細は，『OpenVMS Extended
File Specificationsの手引き』を参照してください。

ファイル名コンバータを無効にするためには，以下のコマンドを入力します。

$ JSYCP SET RMS/FILENAME=DEFAULT

ファイル名コンバータを無効にすると，ファイル名に Super DEC漢字コード
セットを使用することはできません。またDCLのファイル名解析スタイルも
Traditionalに切り替わります。

現在のファイル名コンバータの状態を知るためには，以下のコマンドを入力しま
す。

$ JSYCP SHOW RMS
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6.4日本語ファイル名の設定

ファイル名コンバータが有効の場合は，以下のように表示されます。

%JSY-I-RMSFNM, Current filename mode is "sdeckanji".

ファイル名コンバータが無効の場合は，以下のように表示されます。

%JSY-I-RMSFNM, Current filename mode is "DISABLE".

6.4.2 アプリケーションによる日本語ファイル名の設定

ファイル名に Super DEC漢字コードセットを使用するかどうかを，アプリケーシ
ョンから制御するために，以下の新しい APIが用意されています。

• JSY$RMS_SET_ENCODING

RMSファイル名コンバータを有効または無効する。

• JSY$RMS_GET_ENCODING

現在のファイル名コンバータの状態を取得する。

• JSY$RMS_LIST_ENCODING

システムにインストールされているファイル名コンバータの名前を取得する。

詳しくは『日本語ライブラリ 利用者の手引き』を参照してください。

6.4.3 日本語ファイル名の設定の単位

ファイル名に Super DEC漢字コードセットを使用するかしないかは，プロセス単
位に設定されます。プロセス生成時には ISO Latin-1コードセットを使用します。

ユーザは JSY$CONTROLユーティリティまたは APIを使用することで，必要に
応じてプロセスの使用するファイルを Super DEC漢字コードセットに設定するこ
とができます。

日本語OpenVMS V7.3以降のバージョンでは，それ以前のバージョンと異なり，
サブプロセスは親プロセスのファイル名コンバータの状態を引き継ぎます。そのた
めファイル名コンバータが有効になっているプロセスから SPAWNコマンド等でサ
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6.4日本語ファイル名の設定

ブプロセスを起動した場合には， JSY$CONTROLユーティリティを用いなくて
も，ファイル名コンバータが有効になります。

6.4.4 ファイル名コンバータの非同期切り換えの禁止

ファイル名コンバータの有効/無効は，プロセス単位に設定されます。したがっ
て，マルチスレッド環境で不用意にコンバータを切り換えると他のスレッドの動作
に影響を与えます。特に RMSによるファイル・アクセスの実行中に切り換えを行
うと，予期せぬ障害が発生する場合があります。

ファイル名コンバータの切り換えは，必ずスレッド間の同期をとってから行ってく
ださい。

6.4.5 16進数表現による日本語ファイル名

ファイル名コンバータを無効にしている場合は，ファイル名の指定に Super DEC
漢字コードセットを使うことはできません。ファイル名コンバータを無効にしてい
る場合で，日本語ファイル名を使用するには， 4桁の 16進数を用いてUnicodeの
文字コードを指定します。

注意

ファイル名コンバータを無効にしている状態で，ファイル名に Super DEC
漢字コードを入力すると， RMSはそれを ISO Latin-1コードとみなして，
ファイルにアクセスしようとします。その結果，エラーが発生したり，ま
たは正常動作しているように見えても実際には日本語ではないファイル名
が作成されたりする場合があります。
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6.4日本語ファイル名の設定

【例】

ファイル名 ファイル名コンバータ有効 ファイル名コンバータ無効

漢字.TXT 漢字.TXT ^U6F22^U5B57.TXT

ファイル名の 16進数表現の詳細は，『OpenVMS Extended File Specificationsの
手引き』を参照してください。

6.5 日本語ファイル名に使用できる文字

ファイル名コンバータを有効にして，ファイル名に Super DEC漢字コードセット
を使用している場合， RMSでは以下の文字をファイル名として使用できます。

– JIS Roman文字

ただし，以下の文字を除く

アスタリスク (*)
疑問符 (?)

– 全角文字

– 半角カナ

– C0制御コード (0x00以上， 0x1F以下)

– C1制御コード (0x80以上， 0x9F以下)

– 16進数表現で示される上記以外の文字

6.6 ファイル名変換規則

ファイル名コンバータを有効にすると， RMSでは入出力されるファイル名を
Super DEC漢字コードとみなし，ODS-5ボリュームでサポートされるUnicode
に変換します。変換規則は以下のとおりです。
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6.6ファイル名変換規則

a. 半角文字 (JIS Roman文字)

上位 8 bitにゼロを追加し，Unicodeの 0x0020～ 0x007Eに変換されます。フ
ァイル名がこれらの文字だけから成る場合は，日本語ファイル名とはみなされ
ないため，Unicodeではなく ISO 8859-1に変換されます。

b. JIS第一水準および第二水準文字

つぎの例外を除き，Unicodeの対応する文字に変換されます。

b-1. ISO Latin-1に変換される文字

以下の文字は ISO Latin-1文字とみなされるため，ファイル名がこれらの文字
だけから成る場合は，Unicodeではなく ISO 8859-1に変換されます。

文字 SDK Unicode

´ A1AD 00B4

¨ A1AF 00A8

± A1DE 00B1

× A1DF 00D7

÷ A1E0 00F7

° A1EB 00B0

§ A1F8 00A7

¶ A2F9 00B6

b-2.半角文字と重複する全角文字

全角アルファベットなど半角文字にも同じ文字があるものは，Unicodeでは
0xFF01～ 0xFF9Fに変換されます。一部の文字は例外的に 0xFFxx以外に変
換されます。

文字 SDK Unicode

” A1C9 201D

’ A1C7 2019

c. 半角カナ

半角カナはUnicodeの 0xFF61～ 0xFF9Fに変換されます。
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6.6ファイル名変換規則

d. ユーザ定義文字

サポートしていません。ファイル名にユーザ定義文字を使用した場合の動作は
不定です。

e. JIS補助漢字

サポートしていません。ファイル名に JIS補助漢字を使用した場合の動作は不
定です。

f. IBM選定文字，NEC選定文字

サポートしていません。ファイル名にこれらの文字を使用した場合の動作は不
定です。

6.7 日本語ファイル名の最大長

日本語OpenVMS V7.3-1以降のバージョンでは，標準版OpenVMS V7.3-1以降
のバージョンと同様に，最大 118文字のUnicodeファイル名をサポートしていま
す。

RMSを使用した場合の日本語ファイル名の最大長は，使用している APIや，ファ
イル指定に含まれる文字の種類によって変化します。ファイル指定にはデバイス名
とディレクトリ指定，ピリオド，セミコロンとバージョン番号が含まれます。

6.7.1 新しい RMS APIによる日本語ファイル名の最大長

RMS APIでは，標準版OpenVMS V7.3の RMSでサポートされる新しいデータ構
造であるNAMLを使用する場合， Super DEC漢字コードセットを用いて，最大
118文字までの日本語ファイル名をサポートします。

ファイル名に Super DEC漢字コードを使用する場合，ファイル指定に含めること
のできる文字列の長さは以下のとおりです。

(全角文字 + 半角カナ) × ６ ＋ 半角文字 ≦ 4095 (単位：バイト)

したがって，ディレクトリに非常に長い日本語を使用した場合や，ネストが非常に
深い場合などは，ファイル名に使用できる日本語の文字数が制限されます。
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ファイル指定が上記の計算式を満たす場合は，NAMLデータ構造を用いて，最大
118文字までのファイル名を使用することができます。

注意

NAMLデータ構造および RMSの拡張に関する詳細は，『OpenVMS
Extended File Specificationsの手引き』を参照してください。

6.7.2 従来の RMS APIによる日本語ファイル名の最大長

従来のデータ構造であるNAMを使用して，ファイル名に Super DEC漢字コード
セットを使用する場合，ファイル指定に含めることのできる文字列の長さは以下の
とおりです。

(全角文字 + 半角カナ) × ６ ＋ 半角文字 ≦ 255 (単位：バイト)

したがって，ファイル指定に含めることのできる全角文字の長さは最大 42文字ま
でとなります。

注意

42文字を越える長さのファイル指定を使用した場合， RMSはファイ
ル指定全体を FID形式に変換して処理を継続しますが，これは日本語
OpenVMS V7.3のサポート範囲外です。

6.7.3 デフォルト・ディレクトリの最大長

デフォルト・ディレクトリを日本語のディレクトリに変更する場合，ファイル指定
には最大 42文字の全角文字を含めることができます。デフォルト・ディレクトリ
の指定に含めることのできる文字列の長さは以下のとおりです。

(全角文字 + 半角カナ) × ６ ＋ 半角文字 ≦ 255 (単位：バイト)
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ただしデバイス名を意味する文字列は，上記の計算式から除きます。デバイス名の
長さはデフォルト・ディレクトリの最大長に影響しません。

注意

デフォルト・ディレクトリに含まれる全角文字および半角カナの文字数
は，ファイル名に使用できる日本語の文字数に影響を与えます。長い日本
語は，なるべくデフォルト・ディレクトリには使用しないでください。

6.8 RMS以外のAPIでの日本語ファイル名の使用

以下の APIは Super DEC漢字コードセットによる日本語ファイル名を使用でき
ます。 RMSファイル名コンバータが有効の場合，これらの APIはファイル名を
Super DEC漢字コードで入出力します。

• システム・サービス

$SETDDIR

なお，日本語OpenVMS V7.3， V7.3-1では BACKUPユーティリティの日本語化
方法が変更されたため， BACKUP APIでは日本語ファイル名を使用できなくなり
ました。 BACKUPユーティリティでは引きつづき日本語ファイル名を使用できま
す。

以下の APIはファイル名にUnicodeを使用できます。

• $QIO

RMSファイル名コンバータは，$QIOの使用するファイル名に影響を与えませ
ん。$QIOは常に従来形式， ISO 8859-1，Unicodeのいずれかの形式でファイル
名を入出力します。

注意

$QIOの拡張に関する詳細は，『OpenVMS Extended File Specificationsの
手引き』を参照してください。
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この章では，「日本語OpenVMSでこのようなことをしたい」という事項の代表
的な以下の項目について説明します。

• 日本語のヘルプ，メッセージが見たい

• 自分で文字を作りたい

• エラー・メッセージの意味がわからない

• 日本語メールを送りたい

• 漢字と半角かなの混じった文書を作成したい

• 個人辞書を使い分けたい

• JMAILなどで日本語を表示させて上下スクロールしたい

• DECwindows/Motifの端末エミュレータ上の日本語 EVEでマウスによるカッ
ト/ペーストをしたい

• OpenVMS VAX上で動作しているアプリケーションをOpenVMS Alpha上に
ポーティングしたい

• デバッガで日本語機能を有効にするには

• DECwindows/Motifの端末エミュレータ上でキャラクタセル・モードのデバッ
ガを起動するには

• 日本語 COBOLの日本語項目に日本語データを代入するには

• アプリケーション・プログラムで宣言した EXIT HANDLERを実行させずにデ
バッグ・セッションを終了するには
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7.1日本語のヘルプ，メッセージが見たい

7.1 日本語のヘルプ，メッセージが見たい

DCLコマンドで，次のようにすることで，日本語のメッセージやヘルプが表示さ
れます。

$ @JSY$SYSTEM:JSY$SWITCH JAPANESE

Alphaでは以下のようにして設定することもできます。

$ JSYCP:==$JSY$CONTROL.EXE
$ JSYCP SET LOCALE "ja_JP.deckanji2000"

7.2 自分で文字を作りたい

CMGRユーティリティでは，ユーザ定義文字の作成/編集をすることができます。
作った文字はプリロード・ファイルとして使用することもできますし，オンデマン
ド・ローディングで使用することもできます。

詳しくは，『フォント管理ユーティリティ 利用者の手引き』をご覧ください。

7.3 エラー・メッセージの意味がわからない

メッセージ/ヘルプが役にたちます。例えば%fac-c-xxxxxx, abcdefghijk....というよ
うなエラー・メッセージがでた場合，次のようにすることで，そのエラー・メッセ
ージの説明やそれに対する処置を表示します。

$ HELP/MESSAGE xxxxxx

7.4 日本語メールを送りたい

日本語メール・ユーティリティを使用することで，日本語で電子メールを送ること
ができます。DCLコマンドで次のようにすることで日本語メール・ユーティリテ
ィを使用できます。

7–2



こんな時どうする日本語 OpenVMS
7.4日本語メールを送りたい

$ JMAIL

詳しくは，『日本語ユーティリティ 利用者の手引き』をご覧ください。

注意

日本語OpenVMS I64では， JMAILはサポートしていません。

7.5 漢字と半角かなの混じった文書を作成したい

DEC XTPUを利用することで，漢字と半角かなの混じった文書を作成することが
できます。DCLコマンドで次のようにしてDEC XTPUを起動します。

$ EDIT/XTPU

漢字と半角かなを使ってテキストを作り，ファイルに保存する前に，DOキーでコ
マンド・プロンプトへ行き，次のように入力します。

Command: SET CODESET OUTPUT DECKANJI2000

これで，ファイルに漢字/半角かな混じりの文書を保存することができます。

7.6 個人辞書を使い分けたい

個人辞書は JSY$KOJINという論理名で指定できます。たとえば次のようにして
辞書を切り換えて使うことができます。

$ DEFINE JSY$KOJIN SYS$LOGIN:SHIGOTO.JISHO
$ DEFINE JSY$KOJIN SYS$LOGIN:SHUMI.JISHO

Alphaでは以下のようにして設定することもできます。

$ JSYCP:==$JSY$CONTROL.EXE
$ JSYCP SET INPUT /KOJIN_DICTIONARY=SYS$LOGIN:SHIGOTO.JISHO
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7.7 JMAILなどで日本語を表示させて上下スクロールしたい

7.7 JMAILなどで日本語を表示させて上下スクロールしたい

JMAILや TYPEなどのコマンドで/PAGEもしくは/PAGE=SAVE修飾子を使って
漢字を表示する場合は，次のようにしてください。

$ DEFINE UTIL$SMGSHR JSY$SMGSHR
$ DEFINE LANG "ja_JP.sdeckanji"

Alphaでは以下のようにして設定することもできます。

$ JSYCP:==$JSY$CONTROL.EXE
$ JSYCP SET LOCALE "ja_JP.deckanji2000"

これ以降，たとえば JMAILユーティリティで次のように入力することによっ
て/PAGE修飾子を使用することができます。

$ JMAIL

JMAIL>READ/PAGE

次ページや前ページへの移動や画面スクロールが正常に動作するようになります。

7.8 DECwindows/Motifの端末エミュレータ上の日本語EVEで
マウスによるカット/ペーストをしたい

次のようにすると，DECwindows/Motifの端末エミュレータ上の日本語 EVEでマ
ウスによるカット/ペーストができるようになります。

Command: XTPU SET(MOUSE,OFF)

日本語をペーストしたい場合は，次のように SET INPUT KANJIを実行すると文
字化けしなくなります。

Command: SET INPUT KANJI
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7.8 DECwindows/Motifの端末エミュレータ上の日本語 EVEでマウスによるカット/ペーストをしたい

自動ローマ字かな変換モードの場合，入力されたアルファベットが，かなに変換さ
れてしまいます。これを避けるには，次のようにHENKAN MODEを実行してく
ださい。

Command: HENKAN MODE

7.9 OpenVMS VAX上で動作しているアプリケーションを
OpenVMS Alphaにポーティングしたい

『OpenVMS VAXから Alphaへのアプリケーションの移行』を参照してくださ
い。

7.10 OpenVMS Alpha上で動作しているアプリケーションを
OpenVMS I64にポーティングしたい

『OpenVMS AlphaからOpenVMS I64へのアプリケーション・ポーティング・ガ
イド』を参照してください。

7.11 デバッガの日本語機能を有効にするには

デバッグ・イメージを起動する前に，以下のコマンドを実行してください。

$ DEFINE/JOB DBG$NATIONALITY JAPAN

さらに端末インタフェースにおいて日本語の入出力機能を有効にするために，以下
のコマンドを入力します。

• 日本語OpenVMS V6.2の場合

$ DEFINE/JOB SMGSHR JSY$SMGSHR

• 日本語OpenVMS V7.0以降の場合

$ DEFINE/JOB DBG$SMGSHR JSY$SMGSHR
$ DEFINE/JOB SMG$DEFAULT_CHARACTER_SET SDK
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7.11デバッガの日本語機能を有効にするには

なお, DECwindows Motifインタフェースを利用する場合の設定方法は『日本語ユ
ーティリティ利用者の手引き』をご覧ください。

7.12 DECwindows/Motifの端末エミュレータ上でキャラクタセ
ル・モードのデバッガを起動するには

デバッグ・イメージを起動する前に，以下のコマンドを実行してください。

$ DEFINE DBG$DECW$DISPLAY " "

7.13 日本語COBOLの日本語項目に日本語データを代入するに
は

デバッガでは，日本語 COBOLの日本語項目を英数字項目として認識しています。
したがって，英数字項目/英字項目と同様に指定してください。

DBG> DEPOSIT 日本語項目 = "日本語データ"

また，日本語項目の部分参照では，日本語の文字数ではなくバイト数で開始位置お
よび文字数を指定してください。 EXAMINEも同様です。

7.14 EXIT HANDLERを実行させずにデバッグ・セッションを
終了するには

アプリケーション・プログラムで宣言した EXIT HANDLERを実行させずにデバ
ッグ・セッションを終了するには，QUITコマンドでデバッガを終了してくださ
い。 EXITで終了するとこれらのハンドラが実行されます。
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日本語OpenVMSの各プラットフォーム・バージ

ョンの相違点

日本語OpenVMSでは， I64， Alpha， VAXの各プラットフォーム・バージョン
でほぼ同じDCLコマンドを使用できますが，若干の例外/変更などがあります。こ
の章ではこれらの違いについて説明します。

8.1 コードセット

8.1.1 日本語OpenVMS I64/Alpha特有のコードセット

DEC漢字 2000コードセット (DECKANJI2000)は日本語OpenVMS I64/Alpha特
有のコードセットであるため，日本語OpenVMS VAXシステムでは使用できませ
ん。

DEC漢字 2000コードセットについて詳しくは，第 4.3.3項を参照してください。

8.2 ユーティリティ

8.2.1 日本語OpenVMS I64/Alpha特有のユーティリティ

日本語環境設定ユーティリティ (JSY$CONTROL)は日本語OpenVMS I64/Alpha
特有のユーティリティであるため，日本語OpenVMS VAXシステムでは使用でき
ません。

日本語環境設定ユーティリティについての詳細は，『日本語ユーティリティ 利用
者の手引き』を参照してください。
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8.2ユーティリティ

8.2.2 日本語OpenVMS Alpha/VAX特有のユーティリティ

下記のユーティリティは，日本語OpenVMS Alpha/VAX特有のユーティリティで
あるため，日本語OpenVMS I64では使用できません。

• 日本語メール・ユーティリティ JMAIL

• DEC漢字コード変換ユーティリティKCONVERT

• リモート・ジョブ・エントリ RJE (Alphaおよび VAX)および F-RJE (VAXの
み)

• 日本語入力プロセス FIP

8.2.3 日本語OpenVMS VAX特有のユーティリティ

CIServerは，日本語OpenVMS VAX特有のユーティリティであるため，日本語
OpenVMS I64/Alphaでは使用できません。

8.3 システム管理

8.3.1 クラス・ドライバの名称の変更

日本語OpenVMS VAXと日本語OpenVMS I64/Alphaで使用するクラス・ドラ
イバの名前が異なります。日本語入力プロセスなどの日本語機能を利用する場合
には，システム立ち上げ時に TTY_CLASSNAMEを日本語OpenVMS VAXでは
"KJ"に，日本語OpenVMS I64/Alphaでは "TT"に，それぞれ設定してください。

8.4 イメージ・トランスレーション環境 (VAXからAlpha)

日本語OpenVMS VAX上の日本語アプリケーションを日本語OpenVMS Alpha上
で動かす場合には 2通りの方法が考えられます。 1つはOpenVMS Alpha上のコ
ンパイラおよびリンカで再コンパイル，再リンクする方法です。 2つめは別売の
DECmigrate for OpenVMS AXPを使って日本語OpenVMS VAX上の実行イメ
ージをトランスレートする方法です。詳しくは『OpenVMS VAXからOpenVMS
Alphaへのアプリケーションの移行』をご覧ください。
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8.4イメージ・トランスレーション環境 (VAXから Alpha)

8.4.1 TIE

TIE (Translated Image Environment)は，トランスレートされたイメージを日
本語OpenVMS Alphaの上で動かすための環境です。日本語OpenVMS VAXの
イメージをトランスレートするにはDECmigrate for OpenVMS AXPを使いま
す。イメージのトランスレートに関しては『DECmigrate for OpenVMS AXP:
Translating Images』を参照してください。日本語OpenVMS Alphaでは，次の
トランスレートされたランタイム・ライブラリを提供しています。

• JCORTL_TV.EXE

• NCORTL_TV.EXE

DECmigrate for OpenVMS AXPでトランスレートされた，日本語OpenVMS
Alpha上のイメージをサポートするために次のファイルを提供しています。

• JSYSHR.IIF

• JSY$SMGSHR.IIF

• IM$SHR.IIF

• JCORTL.IIF

• NCORTL.IIF

また，次の論理名を定義しています。

JSYSHR_TV = JSYSHR
JSY$SMGSHR_TV = JSY$SMGSHR
IM$SHR_TV = IM$SHR

注意

日本語OpenVMS Alphaでは標準版OpenVMSとは異なり日本語
OpenVMS VAX V5.1～ V5.4-3上のトランスレートされた VAXイメー
ジのみをサポートしています。
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9
マニュアルについて

日本語OpenVMSのマニュアルには，標準版 (英語)マニュアルと日本語マニュア
ルがあります。

9.1 標準版 (英語)マニュアル

標準版OpenVMSの機能を説明した一般ユーザ向け，システム管理者向け，プロ
グラマ向けのさまざまなマニュアルがあります。

標準版 (英語)マニュアルにはつぎの形式があります。

• 製本マニュアル

• テキスト形式マニュアル (.txt)

• PostScript形式マニュアル (.ps)

• HTML形式マニュアル (.html)

• PDF形式マニュアル (.pdf)

詳しくは『OpenVMS新機能説明書』をご覧ください。

また CD-ROMで提供されているマニュアルについては『Guide to OpenVMS
Media Kit』をご覧ください。

9.2 日本語マニュアル

日本語OpenVMSの日本語機能について説明したマニュアルと標準版OpenVMS
ドキュメンテーション・セットの一部を翻訳したマニュアルがあります。
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マニュアルについて
9.2日本語マニュアル

日本語マニュアルにはつぎの形式があります。

• 製本マニュアル

• テキスト形式マニュアル (.txt)

• PostScript形式マニュアル (.ps)

• PDF形式マニュアル (.pdf)

• HTML形式マニュアル (.htm)

詳しくは『日本語OpenVMSリリース・ノート』をご覧ください。

また CD-ROMで提供されているマニュアルについては『OpenVMS DVD
/CD-ROMユーザーズ・ガイド』をご覧ください。
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